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概要

RIOWORKSTM PDB-R マザーボードをお買い上げ頂きましてまことにありがと うございます。

当マニュアルは英文マニュアルと共にご利用下さい。 PDB-Rは  Intel®440BX チップセッ ト を搭載したデュアルスロ

ッ ト 1 ATXマザーボードで ,Intel®Pentium™Ⅱ プロセッサ 350MHz～ 450MHz または Pentium™ III プロセッサ

450MHz~650MHz を搭載することができます。 メモリは SDRAM を最大1GBまで搭載可能です。 PDB-R はＲ Ａ Ｉ Ｄ

レベル０ （ ス ト ライピング ） 、 レベル１ （ ミ ラーリング ）及び０＋１の機能を追加提供します。 Ｒ Ａ Ｉ Ｄには

UDMA/66 ハードディスクを 4 台まで接続できます。 PDB-Rによって高いパフォーマンスを誇るシステムを構築する

ことができます。



PDB-R の パ ッ ケ ー ジ の 開 封

PDB-Rのパッケージを開封し、 以下の物が揃っていることを確認して ください。

 PDB-Rマザーボード 1 枚
 IDE フラ ッ トケーブル 1 本
 ATA/66 IDE フラ ッ トケーブル 2 本
 フロッピーディスク ド ライブ用ケーブル 1 本
 予備ジャンパキャップ入りの袋

 英語マニュアル 1 冊、 日本語マニュアル 1 冊
 保証書１枚

 IDE RAID ド ライバ　 フロッピーディスク (NT4/95/98)
 IDE RAID ユーテ ィ リテ ィ を収録したCD-ROM１枚

 
1 つでも欠品がある場合は販売店にお問合せください。

マ ニ ュ ア ル に つ い て

当マニュアルはPDB-Rマザーボードについて詳し く記載しています。 設定の手順はマニュアルに従って く ださい。 特

に 「重要」 、 「警告」 及び 「メモ」 マークのついた事項は注意深くお読みください。

情 報 の 入 手 方 法

マニュアル内の記載事項の他に更に情報が必要な場合は以下の方法で、 情報入手が可能です :
 RIOWORKS のインターネッ トホームページ台湾 www.rioworks.com, 日本 www.rioworks.co.jp にアクセスし

,PDB-R のページから、 ジャンパ設定、 最新 BIOS を入手することが出来ます。

 問題が生じた際にはホームページのFAQをご覧ください。 同様の問題とその対処方法が記載されている場合が

あります。

         faq@rioworks.com      にメールを出すことで、 返答を得ることも出来ます。

※ 日 本 語 の サ ポ ー ト に つ い て は 　 support@rioworks.co.jp に メ ー ル を お 寄 せ く だ さ い。

mailto:faq@rioworks.com
http://www.rioworks.com/


PDB-R の 主 な 特 徴

CPU: 

FSB 66/100MHzのSECC2　 Intel®Pentium™Ⅱ/ III 350MHz~650MHz に対応しています。 オンボードのスロッ ト 1

にはＣ Ｐ Ｕをデュアルで搭載できます。

キ ャ ッ シ ュ メ モ リ :

　 　キャ ッシュ メモリは Intel®Pentium™Ⅱ/ III に内蔵しています。

チ ッ プ セ ッ ト : 

PDB-RにはIntel 440BXチップセッ ト (82443BX,82371EB PIIX4E)を採用しています。 82443BXはCPUコン ト ローラ、

SDRAM コン ト ローラ、 AGP、 PCI 2.2 ローカルバスを提供します。 82371EB PIIX4E は PCI to ISA ブリ ッジ、

USBコン ト ローラ、 IDE コン ト ローラ、 拡張 DMA コン ト ローラ、

パワーマネージメン トユニッ ト を提供します。 このチップセッ トはFSB 66/100MHzに対応します。  

PC100 SDRAM: 

４つの 168-pin DIMM メモリソケッ トは最大1GBまでの PC100 SDRAM をサポート します。 使用可能な

メモリモジュールは32、 64、 128 、 及び、 256MB の 4 種類となります。

AGP:
データ転送率 528MB/秒までのAGPビデオボードに対応しています。

拡張ス ロ ッ ト : 

このマザーボードには５つの32ビッ ト PCI スロッ ト と ２つの ISA スロッ トがあります。 PCIバスでは最大
132MB ／秒のデータ転送が可能です。

拡張 ACPI: 

Windows 98/NT/2000の ACPI に完全に対応しており、 ソフ トオフ、 Wake-On-Ring 及び Wake-On-LAN を

サポート します。

Wake-On-LAN: 

WOL コネクタを持つ PCIの LAN カードを使用すると LAN を経由した本体のレジュームが可能です。

ハー ド ウ ェ ア モニ タ :

当マザーボードのハードウェアモニタ、 付属の Intel LANDesk Client Manager (LDCM) 及び RIOWORKSTM

“ SmartWatch” ソフ トでは本体内部のファンの回転監視、 温度監視及び電圧監視を行う ことが出来ます。

Desktop Management Interface (DMI): 

BIOSを通じて DMIに対応しています。 DMIは OS とハードウェア間で通信を行うための互換性の高い標準プロ ト

コルです。

PC 98 Compliant: 

PDB-Rマザーボードは Microsoft の PC98 規格にBIOSレベル及びハードウェアレベルで適合しています。

Ultra DMA 33 バスマス タ  IDE: 

オンボードの 2 つの IDEチャネルは Ultra DMA /33 をサポート します。 PIO モード 3 、 4 、 バスマスタ DMA モ

ード 2やエンハンスド IDEにも対応しており、 様々な機器を接続することが出来ます。

フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク コ ン ト ロー ラ : 

オンボードのフロッピーディスクコン ト ローラは、 通常の 3.5 インチ (1.44MB または 2.88MB)に対応し、 更に日

本では標準の３モード (1.44MB,1.2MB,720KB) 及びLS-120ディスク ド ライブ (3.5 インチ 120MB) にも対応してい

ます。 BIOS はIDE CD-ROMまたは SCSI 機器からのブートアップに対応しています。



スーパーマルチ I/O: 

I/O コン ト ローラは 2 つの高速UART互換シリアルポート と、 EPP、 ECP互換のパラレルポート を提供しま

す。 また UART2 はCOM2ポート をワイヤレス通信のための IrDA ポート と して使用出来ます。

SB-Link: 

　 　 Creative の SB-Link に対応しています。  

IrDA:

　 　赤外線ポートモジュールがご利用いただけます。

IDE RAID( PDB-R のみ )

　 　 1.スト ライピング (RAID 0)、 ミ ラーリング (RAID 1)及びスト ライピング／ミ ラーリング(RAID 0+1)ができます。
パフォーマンスのカスタマイズとデータ復旧は BIOS メニューで提供します。 ミ ラーリングではバックグラウ

ンドでの自動復旧が可能です。 システムの再起動をすることな くデータの復旧が行えます。

　 　 2. ２つの RAID コネクタには４台までのハードディスクを接続できます。 容量が 8.4GB以上のハードディスクも

使用できます。 Ultar DMA4/3/2/1/0 ,DMA2/1/0 に対応しています。 Ultra ATA/66 対応のハードディスクを使用

すると 66MB/秒までのデータ転送率となります。 PCI経由でシステムメモリ と IDEデータのやり と りを行う と

きにはCPUに負荷がかかりません。

　 　 3.BIOS メニューの ” Auto Setup”で素早 く簡単に最適な RAID アレイの設定ができます。



第 1章　ハードウェアの設定

この章ではＣ Ｐ Ｕやその他ハードウェアの接続等、 Ｐ Ｄ Ｂ－Ｒの設定方法を説明します。

設定の手順

設定は 6 つの手順に分かれます。

ステップ 1 ： ジャンパのセッ ト

ステップ２ ： メモリの取り付け

ステップ ３ ： Ｃ Ｐ Ｕの取り付け

ステップ４ ： ケーブルの接続

ステップ５ ：拡張カードの取り付け

ステップ ６ ：電源投入

警告

　 このマザーボードには繊細な電子部品を搭載しているため、 静電気で容易に故障します。 記載事項を守りマザーボ

ードの取り扱いには細心の注意を払って く ださい。 マザーボードに触る前に他の金属に触り、 体内の静電気を放

出

　 して く ださい。

ステップ 1 ： ジャンパのセッ ト

このマザーボードのジャンパは 1 つだけです。

アイテム ジャンパ ページ

1 リアルタイムクロック （ Ｒ Ｔ Ｃ ） Ｒ ＡＭのクリアジャンパ （ Ｃ Ｌ Ｒ Ｔ Ｃ ） 1－２

１ ． リアルタイムクロック （ Ｒ Ｔ Ｃ ） Ｒ ＡＭのクリアジャンパ （ Ｃ Ｌ Ｒ Ｔ Ｃ ）

　 　 　 Ｂ Ｉ ＯＳの情報はすべてＣＭＯＳ 　 Ｒ ＡＭに保存します。 ＣＭＯＳ 　 Ｒ ＡＭはボタン電池で記憶を保持します。

通常はＲ Ｔ Ｃデータを保持するためにピン１ とピン ２にキャップを被せシ ョート させておきます。

ＣＭＯＳの内容を消去する場合のみピン２ とピン ３をシ ョート させて ください。

メモ

　 Ｒ Ｔ Ｃデータをクリアするには以下の手順に従って く ださい。

　 （ １ ） パソコン本体の電源を切って く ださい。

（ ２ ） ピン ２ とピン ３を２秒以上シ ョート させて く ださい。

　 （ ３ ） ピン １ とピン ２にジャンパを戻して く ださい。

　 （ ４ ） パソコンの電源を入れて く ださい。

　 （ ５ ） システム起動中に <Delete>キーを押し、 Ｂ Ｉ ＯＳの設定を行って ください。



ステップ２ ： メモリの取り付け

Ｐ Ｄ Ｂ－ＲはDual Inline Memory Modules （ Ｄ Ｉ ＭＭ ） を使用します。 ４つのＤ Ｉ ＭＭスロッ トには３ ． ３ボルトバッ

ファなし、 またはレジスタ付の Synchronous Dynamic Random Access Memory

（ Ｓ Ｄ Ｒ ＡＭ ） が使用できます。 ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ＭＢのＳ Ｄ Ｒ ＡＭを組み合わせて、 合計で ３ ２ＭＢか

ら １ ＧＢまでの使用が可能です。

チップセッ トのエラーチェ ック ・ 訂正(ECC/Error Check and Correction)機能をお使いになる場合は、 片面に 9 チップ

( 通常、 8 チップ＋Ｅ Ｃ Ｃ 　 1 チップ ) あるＤ Ｉ ＭＭモジュールと Ｂ Ｉ ＯＳの設定が必要になります。

Ｂ Ｉ ＯＳの設定については第２章セクシ ョ ン 4 ”Advanced Chipset Setup” をご覧ください。

重要

□ Ｉ ｎ ｔ ｅ ｌ 　 Ｐ Ｃ １ ０ ０規格に準拠したＳ Ｄ Ｒ Ａだけを使用して ください。 Ｐ Ｃ １ ０ ０以外のメモリを使用する

と厳密なデータの受け渡し タイ ミ ングが合わず、 システムが起動しない場合があります。

□メモリチップはバッファなし、 またはレジスタ付のＳ Ｄ Ｒ ＡＭ (ECC の有無は問いません ) に対応しています。

□片面が８チップのＳ Ｄ Ｒ ＡＭはＥ Ｃ Ｃに対応していません。 Ｅ Ｃ Ｃ対応のＳ Ｄ Ｒ ＡＭは片面が９チップです。

　□バッファなしのＳ Ｄ Ｒ ＡＭとレジスタ付のＳ Ｄ Ｒ ＡＭを同時に使用することはできません。

メモリは以下の組み合わせで取り付けて ください。

Ｄ Ｉ ＭＭスロッ ト 使用可能なメモリサイズ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 １ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ＭＢ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ２ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ＭＢ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ３ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ＭＢ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ４ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ＭＢ

合計 ３ ２ＭＢ （ Ｄ Ｉ ＭＭ 　 1 スロッ トのみ使用 ）から １ ＧＢ （ ２ ５ ６ＭＢ メモリ ×

４枚 ） まで

１ ． Ｐ Ｄ Ｂ－ＲのＤ Ｉ ＭＭスロッ トの位置を確認して く ださい。

２ ． Ｄ Ｉ ＭＭモジュールの両脇に１つずつ、 下部には２つの切り欠けがあります。 下部の切り欠けは２ ０ピン、 ６ ０

ピン、 ８ ８ピンで分かれており、 正しい位置でなければＤ Ｉ ＭＭスロッ トに差し込めないようになっています。

３ ．切り欠けの位置を合わせたら両手を使ってまっすぐに差し込んで く ださい。 正しい位置に収まると Ｄ Ｉ ＭＭスロ

ッ トのタブがモジュールの両脇にある切り欠けに入りロックします。

４ ． ２枚目以降も同様の手順で取り付けて く ださい。

ステップ ３ ： Ｃ Ｐ Ｕの取り付け

Ｐ Ｄ Ｂ－Ｒはスロッ ト １ を ２つ搭載しており、 デュアルＰ ｅ ｎ ｔ ｉ ｕ ｍⅡ／Ⅲに対応しています。

１ ．まずリテンシ ョ ンハンドルを持ち上げて ください。

２ ． Ｃ Ｐ Ｕにヒートシンクを取り付けて く ださい。

３ ． Ｓ Ｅ Ｃカート リ ッジ （ Ｐ ｅ ｎ ｔ ｉ ｕ ｍ本体 ） をカチッ と音がするまでしっかり と押し込んで ください。

　 　スロッ ト 1 のＣ Ｐ Ｕ－２側には440BXチップセッ トがありますので、 ヒートシンクが当たらないよう十分注意

して ください。

４ ． Ｓ Ｅ Ｃカート リ ッジをリテンシ ョンハンドルの穴に固定して ください。

  

重要



　 Single CPUでお使いの時はＣ Ｐ Ｕ－１側に取り付けて下さい。 このときＣ Ｐ Ｕ－２にはターミネーシ ョ ンカード

　 を挿す必要はありません。

ステップ４ ： ケーブルの接続

この章ではＰ Ｄ Ｂ－Ｒの各種コネクタについて説明します。 レイアウト図を見ながらコネクタの位置を確認して くだ

さい。

アイテム コネクタ ページ

1 Ａ Ｔ Ｘ電源コネクタ 1－１

１

2 フロッピーディスク ド ライブコネクタ １－１

１

３ プライマリ／セカンダリ Ｉ Ｄ Ｅ コネクタ 1－１

２

４ チャンネル 0 ／チャンネル 1 　 Ｉ Ｄ Ｅ 　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ コネクタ １－１

３

５ リセッ トスイッチ 1－１

４

６ Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ ハードディスク活動Ｌ Ｅ Ｄ １－１

４

７ ハードディスク活動Ｌ Ｅ Ｄ 1－１

５

８ スピーカーコネクタ １－１

５

９ Ａ Ｔ Ｘ電源スイッチ／ソフ トパワースイッチ 1－１

５

１ ０ システムパワー Ｌ Ｅ Ｄ １－１

５

１ １ ケースファン ・ Ｃ Ｐ Ｕファン ・予備ファンコネクタ 1－１

５

１ ２ Ｉ ｒ Ｄ Ａ準拠赤外線モジュールコネクタ １－１

６

１ ３ Ｗ ａ ｋ ｅ－Ｏ ｎ－Ｌ ａ ｎ 1－１

７

１ ４ Ｐ Ｓ／２マウスコネクタ １－１

８

１ ５ Ｐ Ｓ／２キーボード コネクタ 1－１

８

１ ６ Ｕ Ｓ Ｂ (Universal Serial Bus)ポート １＆２ １－１

９

１ ７ パラレルポート コネクタ 1－１

９

１ ８ シリアルポート コネクタ ＣＯＭ１＆ＣＯＭ２ 1－１

９

１ ９ Ｓ Ｂ 　 Ｌ ｉ ｎ ｋ （ Ｊ ２ ２ ） １－２

０

２ ０ Ｐ Ｃケース開閉センサ 1－２

０

重要

　 フラッ トケーブルは常に赤い線がコネクタのＰ ｉ ｎ １側になるように接続して く ださい。 Ｉ Ｄ Ｅ フラ ッ トケーブル

は、 全長が４ ６ cm 以内、 先端のコネクタ と二番目のコネクタの間隔が１ ５ cm 以内のものを使用して ください。

１ ． Ｔ Ｘ電源コネクタ (20-pin ATXPWR)

　 　 　 このコネクタにＡ Ｔ Ｘ電源からのケーブルを接続します。 コネクタの向きを確認して差し込んで ください。

　 　 　Ｗａ ｋ ｅ Ｏ ｎ Ｌ ａ ｎの５ボルトスタンバイケーブル (+5VSB) を使用する場合はＡ Ｔ Ｘ電源から最低でも ７ ２ ０



　 　 　ｍＡの供給が必要です。

２ ． フロッピーディスク ド ライブコネクタ (34-pin FLOPPY)

　 　 　 このコネクタにはフロッピーディスク ド ライブ用のフラッ トケーブルを接続します。 １ピンの位置を合わせて

　 　 　ケーブルの一方をこのコネクタに、 も う一方をフロッピーディスク ド ライブに接続して ください。

３ ．プライマリ／セカンダリ Ｉ Ｄ Ｅ コネクタ (Two 40-pin IDE)

　 　 　 このケーブルに Ｉ Ｄ Ｅハードディスク ド ライブ用フラッ トケーブルを接続します。 １ピンの位置を合わせてケ

ーブルの一方をこのコネクタに、 も う一方をハードディスク ド ライブに接続して ください。 １本のケーブル

に

　 　 　二台のハードディスクを接続する場合、 先端に接続したハードディスクのジャンパはマスタに設定し、 ケーブ

ルの中間のコネクタに接続したハードディスクのジャンパはスレーブに設定して く ださい。 ジャンパの設定

は

ハードディスクの取扱説明書に従って く ださい。 Ｂ Ｉ ＯＳの設定により Ｉ Ｄ Ｅハードディスク ド ライブまた

は

　 　 　 Ａ Ｔ Ａ Ｐ Ｉ 　 Ｃ Ｄ－ＲＯＭド ライブからシステムを起動できます。 （第２章 ” Advanced BIOS Features” を参

照して く ださい。 ）

ケーブルを接続する向きを間違えないようにコネクタのピン２ ０の位置は塞がっています。

ヒン ト

　 ２本のフラッ トケーブルを使用することで２つのハードディスクを ２つの Ｉ Ｄ Ｅチャンネルにそれぞれマ

ス

タで接続することができます。

４ ．チャンネル 0 ／チャンネル 1 　 Ｉ Ｄ Ｅ 　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ コネクタ

   　 　 Ｐ Ｄ Ｂ－Ｒには独立したＲ Ａ Ｉ Ｄチャンネルを搭載しています。 ここに Ｉ Ｄ Ｅハードディスクを接続してディ

スクアレイにできます。 ハードディスクはUltraDMA/66 ， UltraDMA/33 ， PIO モード ３／４ ，バスマスタ IDE
DMA モード ２で動作可能です。

　 　 　重要

　 　 　 　 Ａ Ｔ Ａ／６ ６ハードディスクを接続するときはＡ Ｔ Ａ／６ ６用ケーブルを使用して く ださい。 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ コネ

クタにはＣ Ｄ－ＲＯＭ等のＡ Ｔ Ａ Ｐ Ｉ ド ライブを絶対に接続しないで ください。

５ ． リセッ トスイッチ (RESET)

　 　 　 この２つのピンにはパソコンケースのリセッ トスイッチを接続します。 電源のオン／オフを行わず電気的負荷

　 　 　が少ないため通常の再起動には電源ボタンではな く リセッ トボタンを使います。

６ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ ハードディスク活動Ｌ Ｅ Ｄ (4-pin SCSI_HD)

　 　 　 このコネクタにはパソコンケースにあるＳ Ｃ Ｓ Ｉ ハードディスク用 Ｌ Ｅ Ｄ端子を接続します。 Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ 機器が

読み書きを行う とケースの前面パネルの Ｌ Ｅ Ｄが点灯します。

７ ．ハードディスク活動Ｌ Ｅ Ｄ (2-pin HDD_LED)

　 　 　 このコネクタにはパソコンケースにある Ｉ Ｄ Ｅハードディスク用 Ｌ Ｅ Ｄ端子を接続します。 プライマリ／セカ

ンダリを問わずハードディスクが読み書きを行う とケースの前面パネルの Ｌ Ｅ Ｄが点灯します。

８ ．スピーカーコネクタ (4-pin SPEAKER)

ピン １ とピン ２にジャンパキャップを被せるとマザーボード上のブザーが鳴ります。 パソコンケースのスピー

カ－を鳴らすにはジャンパキャップを外してスピーカーケーブルを接続して く ださい。

９ ． Ａ Ｔ Ｘ電源スイッチ／ソフ トパワースイッチ (2-pin PWR_SW)

　 　 　 このコネクタにはパソコンケースにある電源スイッチ端子を接続します。 システム起動中に電源ボタンを押す

とスリープモードになり、 も う一度押すとスリープモードを解除します。 ４秒以上押し続けた場合は電源を

強



制的に切断します。

１ ０ ．システムパワー Ｌ Ｅ Ｄ (3-pin PWR_LED)

　 　 　 　 このコネクタにはパソコンケースにあるシステムパワー Ｌ Ｅ Ｄ端子を接続します。 システムが起動中は Ｌ Ｅ

Ｄが点灯します。 スリープモードの場合は Ｌ Ｅ Ｄが点滅します。

１ １ ．ケースファン ・ Ｃ Ｐ Ｕファン ・予備ファンコネクタ (3-pin FAN)

　 　 　 　 クーラーファン用電源コネクタが５箇所にあります。 Ｃ Ｐ Ｕファン用が２箇所、 ケースファン用が１箇所、

　 　 　 　予備が２箇所です。 いずれのコネクタも ５ ０ ０ｍＡ （ ６Ｗ ） 以下のクーラーファンに対応しています。 ファ

ンメーカーによりコネクタの形状が異なる場合があります。 通常赤いケーブルがプラス、 黒いケーブルが

マ

イナスです。 極性に注意して接続して ください。

　 　 　 　 メモ

　 　 　 　 　 フ ァンの回転数を監視するには回転数信号に対応したピンを持つファンを使用して く ださい。

　 　 　 　警告

　 　 　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕにファンを取り付けずに電源を入れると Ｃ Ｐ Ｕまたはマザーボードがオーバーヒートのため故障し

　 　 　 　 　ます。 またクーラーにフラッ トケーブルが被さる等Ｃ Ｐ Ｕ周りの換気が不十分な場合、 またはファンコネ

クタを取り付ける向きが逆の場合でも故障の原因となります。

ファンコネクタはジャンパではありません。 決してジャンパキャップを被せないで く ださい。

１ ２ ． Ｉ ｒ Ｄ Ａ準拠赤外線モジュールコネクタ (10-pin IR)

　 　 　 　 このコネクタにオプシ ョンの Ｉ ｒ Ｄ Ａポート を接続すると赤外線通信ができます。 この機能を利用するには

　 　 　 　赤外線モジュールをパソコンケースの隙間が開いた部分に取り付けて ください。 ＣＭＯＳセッ トアップユー

　 　 　 　テ ィ リテ ィの ” Integrated Peripherals” で ” UART Mode Select” を ” IrDA” にして ください。 接続するコネ

　 　 　 　 クタが１ ０ピンでも ５ピンでもピン１の位置を合わせて取り付けて く ださい。

１ ３ ．Ｗ ａ ｋ ｅ－Ｏ ｎ－Ｌ ａ ｎ (3-pin WOL)

　 　 　 　 このコネクタ と Ｌ Ａ ＮボードのＷａ ｋ ｅ－Ｏ ｎ－Ｌ ａ ｎ出力をケーブルで接続します。 Ｌ Ａ Ｎボードからパ

ケッ トまたは信号を受け取るとシステムが起動します。

　 　 　 　重要

　 　 　 　 　 この機能には720mA以上の電力を供給し、 ５ボルトスタンバイケーブル(+5VSB) に対応したＡ Ｔ Ｘ電

源が必要です。   

１ ４ ． Ｐ Ｓ／２マウスコネクタ (6-pin Female)

　 　 　 　 このコネクタにＰ Ｓ／２マウスを接続するとシステムはマウスに Ｉ Ｒ Ｑ １ ２ を割り当てます。 マウスを接続

　 　 　 　 しない場合は拡張ボードのために Ｉ ＲＱ １ ２を割り当てることができます。

１ ５ ． Ｐ Ｓ／２キーボード コネクタ (6-pin Female)

　 　 　 　 このコネクタにはＰ Ｓ／２キーボードを接続します。 Ａ Ｔキーボードを使う場合はＡ Ｔ→Ｐ Ｓ／２変換コネ

　 　 　 　 クタが必要です。

１ ６ ． Ｕ Ｓ Ｂ (Universal Serial Bus)ポート １＆２ (Two 4-pin Female)

　 　 　 　 ここにはＵ Ｓ Ｂ機器を接続します。

１ ７ ．パラレルポート コネクタ (25-pin Female)
　 　 　 　プリンタ等のパラレル機器を接続します。 ＣＭＯＳセッ トアップユーテ ィ リテ ィの ” Integrated Peripherals”

で Ｉ ＲＱを選択することができます。

１ ８ ．シリアルポート コネクタ Ｃ ＯＭ１＆ＣＯＭ２ (9-pin Male)

　 　 　 　ポインテ ィ ングデバイス等シリアル機器を接続します。

１ ９ ． Ｓ Ｂ＿Ｌ ｉ ｎ ｋ コネクタ (6-pin DMA_HEADER)
　 　 　 　 Sound Blaster互換の PCIサウンドボードを使いリアルモード ＤＯＳゲームやマルチメディアアプリケーシ



ョ ンを実行することができます。 Ｓ Ｂ＿Ｌ ｉ ｎ ｋはマザーボード と PCIサウンドボード間のデータを Ｉ Ｓ Ａ

バス経由でやり と り します。

２ ０ ． Ｐ Ｃケース開閉センサ (2-pin CHA)

　 　 　 　 Ｐ Ｃケースのサイドパネルが開いているとき、 またはドライブベイの扉が開いているときに信号を送ります。

Ｐ Ｃケースが開閉センサに対応している場合のみ使用します。 第２章セクシ ョン ８ ” Chassis Intrusion”

　 　 　 　 を参照して く ださい。

ステップ５ ：拡張カードの取り付け

　

警告　

　拡張ボード等のパーツを着脱する際は電源を完全に切り、 電源ユニッ トのコンセン ト を抜いて く ださい。 通電し

た状態で着脱を行う とパーツまたはマザーボードが故障する場合があります。

１ ．拡張ボードの取り付け手順

　 　 １ ． １ 　拡張ボードの取扱説明書を読み、 ジャンパの設定やソフ トウェアの設定を行って ください。

１ ． ２ 　パソコンケースに付いているダ ミーブラケッ トのうち使用するスロッ トの位置にあるものを外して く

ださい。 外したブラケッ トは保管しておいて ください。

　 　 １ ． ３ 　拡張ボードのコネクタ とスロッ トの位置を合わせ、 しっかり と差し込んで ください。

　 　 １ ． ４ 　ダ ミーブラケッ ト を固定していたネジを使って拡張ボードをケースに固定して ください。

　 　 １ ． ５ 　ステップ ６の操作を行えば完了です。 必要に応じてＣＭＯＳセッ トアップユーテ ィ リテ ィで Ｉ ＲＱや

　 　 　 　 　 　 ＤＭＡの設定を行って ください。

２ ． Ｐ Ｃ Ｉ 拡張ボードへの Ｉ ＲＱ割り当て

　 　 　 Ｐ Ｃ Ｉ 拡張ボードの Ｉ ＲＱは自動的に割り当てられます。 Ｐ Ｃ Ｉ 拡張ボードが要求する Ｉ ＲＱをＢ Ｉ ＯＳが

　 　 　認識してその Ｉ ＲＱを割り当てます。 もし Ｐ Ｃ Ｉ 拡張ボードに割り込み (interrupt) に関するジャンパがあれば、

Ｉ Ｎ Ｔ Ａにセッ ト して く ださい。

ステップ ６ ：電源投入

１ ． 付け機器を含めすべての電源が切れていることを確認して く ださい。 電源スイッチのオフ側に ” ○ ” マーク、

オン側に “－ ” マークがついているものは、 ” ○ ” マークが押し込まれた状態であることを確認して ください。



２ ．ジャンパのセッ トやコネクタの接続がすべて完了したらパソコンケースのカバーを閉じて く ださい。

　

３ ．パソコン本体の電源ユニッ トにコンセン トケーブルを接続して ください。

　

４ ．電源コンセン トはアースするか、 または漏電保護プラグに差して く ださい。

５ ．以下の順に電源を投入して く ださい。

　 　 　①ディスプレー

　 　 　②外付けＳ Ｃ Ｓ Ｉ 機器 （ チェイン上の終端機器から ）

　 　 　③その他の外付け機器 （ モデム等 ）

④パソコン本体

　 　 　 Ａ Ｔ Ｘ電源ユニッ ト を使用している場合はパソコン本体の電源を入れる前に電源ユニッ トの電源を入れて くだ

　 　 　 さい。

６ ．パソコンの電源を入れると前面パネルの Ｌ Ｅ Ｄが点灯します。 ディスプレーがグリーンモードやスタンバイ機能

　 　に対応している場合は本体 Ｌ Ｅ Ｄの次にディスプレーの Ｌ Ｅ Ｄが点灯します。 起動するとシステムはパワーオン

　 　セルフテスト （ Ｐ ＯＳ Ｔ ） を行います。 画面にはテスト結果等い くつかの情報を表示します。 電源投入後３ ０秒

　 　以内に画面に何も表示しない場合はＰ Ｏ Ｓ Ｔに失敗しています。 ジャンパの設定、 ケーブル類の接続 （緩んでい

ないか、 向きは正しいか ） を確認して ください。 ピープ音がする場合はド ライブ類の接続やＢ Ｉ Ｏ Ｓの設定

（ Ｃ

　 　 Ｐ Ｕのクロック設定 ） を見直して ください。 問題が解決しないときはお買い上げの販売店にご相談 く ださい。

７ ．パワーオンセルフテスト （ Ｐ ＯＳ Ｔ ）中に<Delete>キーを押すと Ｂ Ｉ ＯＳの設定ができます。 （ ＣＭＯＳセッ

　 　 トアップユーテ ィ リテ ィ を起動します ）詳細は次章 「Ｂ Ｉ ＯＳの設定」 で説明します。

　 　 メモ

　 　 　本体の電源を切断するには先にＯＳを終了させて ください。

第 2章　 Ｂ Ｉ ＯＳのセッ トアップ

この章ではＲＯＭ 　 Ｂ Ｉ ＯＳに組み込まれたＡＭ Ｉ Ｂ Ｉ ＯＳセッ トアップユーテ ィ リテ ィについて説明します。

このユーテ ィ リテ ィによりシステムの基本設定を変更できます。 変更した設定はＣＭＯＳ－Ｒ ＡＭに保存します。

電源を切ってもマザーボード上の電池によってＣＭＯＳ－Ｒ ＡＭの内容は消えずに残ります。

Ｂ Ｉ ＯＳ （ Ｂ ａ ｓ ｉ ｃ 　 Ｉ ｎ ｐ ｕ ｔ ／Ｏ ｕ ｔ ｐ ｕ ｔ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） はド ライブ類やシリアル／パラレル ・ポート

等の最も低レベルな入出力制御を行います。

ＣＭＯＳセッ トアップの開始

ＡＭ Ｉ Ｂ Ｉ ＯＳはコンピュータの電源投入と同時に起動します。 Ｂ Ｉ ＯＳはＣＭＯＳからシステム情報を読み込み

システムのチェ ックと Ｂ Ｉ ＯＳの設定を開始します。 Ｂ Ｉ ＯＳの設定が完了したらハードディスクからオペレーテ ィ

ングシステムを見つけ、 Ｂ Ｉ ＯＳからオペレーテ ィ ングシステムへ制御を渡します。

以下の何れかの操作を行う と ＣＭＯＳセッ トアップユーテ ィ リテ ィ を起動できます。

１ ． コンピュータを起動中の画面下方に以下のメ ッセージを表示している間に＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押す。

　 　 　 　 Ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ 　 Ｄ Ｅ Ｌ 　 ｔ ｏ 　 ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ 　 Ｓ Ｅ Ｔ Ｕ Ｐ

２ ． コンピュータの電源投入直後に＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押す。

＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーの押下が間に合わずセッ トアップユーテ ィ リテ ィが起動しなかった場合は、 本体のリセッ トボタンを

押すか、 ＜Ｃ ｔ ｒ ｌ ＞＜Ａ ｌ ｔ ＞キーを押しながら＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押すとシステムが再起動します。

以下のメ ッセージが現れた場合、 ＜ Ｆ １＞キーを押すとシステムの起動を続行し、 ＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押すとセッ トア

ッププログラムを起動します。

　 　 　 　 Ｐ Ｒ Ｅ Ｓ Ｓ 　 Ｆ １ 　 Ｔ Ｏ 　 ＣＯＮ Ｔ Ｉ Ｎ Ｕ Ｅ ， 　 Ｄ Ｅ Ｌ 　 Ｔ Ｏ 　 Ｅ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ 　 Ｓ Ｅ Ｔ Ｕ Ｐ



セッ トアップ ・キーの使い方

矢印キーで項目を移動し＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーで決定します。 ＜Ｐ ａ ｇ ｅ Ｕ ｐ＞＜Ｐ ａ ｇ ｅ Ｄ ｏ ｗ ｎ＞キーで複数の選

択肢がある項目の設定を変更できます。 ＜ Ｆ １＞キーでヘルプを表示＜Ｅ ｓ ｃ＞キーでメインメニューへ戻ります。

以下の表にキーとその役割を記します。

キー 機能
↑ カーソルを前の項目に移動します
↓ カーソルを後の項目に移動します
← カーソルを左に移動します（メニュー・バー）
→ カーソルを右に移動します（メニュー・バー）
Ｅｓｃ メインメニュー：保存せずに終了します

サブメニュー　：メインメニューに戻ります。
ＰａｇｅＵｐ 選択肢を上に移動します
ＰａｇｅＤｏｗｎ 選択肢を下に移動します
＋ 選択肢を上に移動します
－ 選択肢を下に移動します
Ｆ１ キー操作のヘルプを表示します

ヘルプを消すには再度＜Ｆ１>キーを押すか＜Ｅｓｃ＞キーを押してください
Ｆ２／Ｆ３ 背景の色を変えます。
Ｆ１０ 変更をＣＭＯＳに保存してユーティリティを終了します

メニューバーでの移動方法

　＜←＞＜→＞キーで移動して く ださい。

サブメニューの表示

　＜↑＞＜↓＞キーで移動して、 ＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーを押して く ださい。

　サブメニューのある項目の左側には▲マークがあります。

問題が生じた場合

ＣＭＯＳの変更内容によっては、 システムが起動しな く なることがあります。 このような場合に備えＣＭＯＳセッ ト

アップユーテ ィ リテ ィでＣＭＯＳの設定を初期値に戻すことができます。 また、 ジャンパ２ ２ をシ ョート させると

現在のＣＭＯＳの内容を消去することができます。 （第１章ステッブ１ 「ジャンパの設定」 を参照して く ださい ）

ＣＭＯＳ項目のうち内容をよ く理解されている項目だけを変更して く ださい。 また、 チップセッ トに関する設定は

変更しないようにして く ださい。 その標準設定は最高のパフォーマンスと安定性を提供するためにＡＭ Ｉ Ｂ Ｉ ＯＳ と

Ｒ Ｉ ＯＷＯＲ Ｋ Ｓが慎重に選んだものです。 チップセッ ト項目の変更は性能の低下とシステム障害を引き起こす原因

となります。

セクシ ョ ン１ 　 メ インメニュー

　 ＣＭＯＳセッ トアップユーテ ィ リテ ィ を起動すると画面上部にメニューが現れます。

矢印キーで項目を移動できます。

セクシ ョ ン２ 　 Ｓ ｔ ａ ｎ ｄ ａ ｒ ｄ 　 ＣＭＯＳ 　 Ｓ ｅ ｔ ｕ ｐ

　システムクロック、 ビデオタイプ等、 基本的なシステムハードウェアの設定ができます。

　＜Ｐ ａ ｇ ｅ Ｕ ｐ＞＜Ｐ ａ ｇ ｅ Ｄ ｏ ｗ ｎ＞キーで変更したい項目へ移動することができます。

　表２－２－１ 　 ” Ｍ ａ ｉ ｎ ”



表２－２－２ 　 Ｉ Ｄ Ｅハードディスクの設定

項目 選択肢 備考

Type          AUTO

User          

1-46

CDROM

FLOPTICAL

Not installed

ハードディスクの情報はシステム起動時に自動検出します。

“32 Bit Mode”のみ変更できます。

全ての項目を入力して ください。

古いＭ ＦＭド ライブをお使いの場合だけ選択して く ださい。

ハードディスクの説明書に従って設定して ください。

Ａ Ｔ Ａ Ｐ Ｉ 　 Ｃ Ｄ－ＲＯＭを接続するときに選択して く ださ

い。

“Pio Mode”と “ 32 Bit Mode” も設定して ください。

LS120 ､ MO ､ ZIP を接続するときに選択して く ださい。

“Pio Mode”と “ 32 Bit Mode” も設定して ください。

Ｉ Ｄ Ｅチャンネルにハードディスクを接続しないときに選択し

て ください。

Size ハードディスクの容量を指定します。

Cyln(Cylinder) Min = 0
Max = 65535

ハードディスクのシリンダ数を指定します。

Head Min = 0
Max = 255

ハードディスクの読み書きヘッ ド数を指定します。

Wpcom
(Write
Precompensation)

Min = 0
Max = 65535

ライ ト ・ プレコンペンセーシ ョンを始める ト ラ ッ ク数を指定し

ます。 ハードディスクの説明書に従って設定して ください。

直径が小さ く なるとそれに応じて実際のセクタ ・サイズも小さ

く なります。 各セクタは５ １ ２バイ トなければなりません。

ライ ト ・ プレコンペンセーシ ョンはその誤差を補います。

Sec Min = 0
Max = 255

１ ト ラ ッ クあたりのセクタ数を指定します。

ハードディスクの説明書に従って設定して ください。

LBA Mode On
Off

５ ２ ８ＭＢ超～８ ． ４ ＧＢのハードディスクで Logical Block
Addressing(LBA) 昨日が使えます。

SCO UNIXの場合は ” Off”にして ください。

Blk Mode On
Off

ブロックモードが ” On”のときは一度に６ ４ Ｋ Ｂまでのデータ

を転送できます。 ” Off”のときは５ １ ２バイ トです。

PIO Mode Auto,0,1,2,3,4,5,6 Ｐ Ｉ Ｏモードは IDEハードディスクと IDE コン ト ローラがデー

タのやり と りをする間隔を決めます。 数字の大きなＰ Ｉ Ｏモー

ドほど間隔が小さ く なります。 。

32Bit Mode On “Off” の場合、 ハードディスクは Ｉ Ｓ Ａバス経由 (16 ビッ ト )

項目 選択肢 備考
Date MM:DD:YY システム日付を変更できます。
Time HH:MM:SS システム時刻を変更できます。
Drive  A
Drive B

None
360K, 5.25in
1.2M, 5.25in
720K, 3.5in
1.44M,3.5in
2.88M, 3.5in

ＰＤＢ－Ｒに取り付けたフロッピーディスクの
タイプを選んでください。

Primary Master/Slave
 Secondary Master/Slave

AUTO
User          
1-46
CDROM
FLOPTICAL
Not installed

＜ＰａｇｅＵｐ＞＜ＰａｇｅＤｏｗｎ＞キーで
選んでください。
(表２－２－２をご覧ください)

Boot Sector Virus protection Disabled       
Enabled

Enabledを選ぶとブートセクターへの書き込み
を禁止します。



Off でコンピュータに接続します。 ” On”の場合はＰ Ｃ Ｉ 経由 (32
ビッ ト ) となります。

メモ

　 これらの項目は新しいハードウェアを追加した場合や予期しない原因でＣＭＯＳの設定が変わってしまった場合に

　のみ再設定して く ださい。 システムが正し く動作している間は設定を変更する必要はありません。

セクシ ョ ン ３ 　 Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ 　 ＣＭＯＳの設定　

 このセクシ ョ ンではシステムの起動順序、 キーボード操作、 シャ ドウやセキュリテ ィ等、 システムの基本的な設定

を変更できます。

Quick Boot

選択肢 備考

Enabled (Defaul) システムの起動が速 く なります。

Disabled  

1st/2nd/3rd Boot Device

　 Ｏ Ｓを収録したデバイスを検索する順番を指定します。 選択肢は以下の何れかです。

　選択肢 ： Disabled(検索しない ), Network, Floppy (1ST Boot の初期値 ), LS-120, ATAPI ZIP,
 CDROM (3RD Bootの初期値 ),SCSI,IDE-0 (2ND Boot の初期値 ), IDE-1, IDE-2, IDE-3            

　 メモ

  　 IDE RAID からシステムを起動させる場合は、 1ST Boot Device に ” SCSI” を指定して ください。

Try Other Boot Devices

選択肢 備考

Yes (Defaul) 1st/2nd/3rd Boot Device のいずれにも起動ド ライブが見つからない場合、 他のド

ライブを探しにいきます。

No

Floppy Access Control

　 フロッピーディスクからシステムを起動するときにセッ ト して ください。

選択肢 備考

Read-Write (Defaul)  フロッピーディスクの読み込みと書き込みができます。

Read-Only フロッピーディスクの読み込みだけがができます。

Hard Disk Access Control

　ハードディスクからシステムを起動するときにセッ ト して く ださい。

選択肢 備考

Read-Write (Defaul)  ハードディスクの読み込みと書き込みができます。

Read-Only ハードディスクの読み込みだけがができます。

S.M.A.R.T for Hard Disk

選択肢 備考



Enabled    BIOS がSMART(Self Monitoring Analysis and Reporting Technology)プロ ト コル

を使う ことを許可します。

Disabled  (Defaul) 

BootUp Num -LOck

選択肢 備考

On (Defaul) システム起動時に Num Lock キーをオンにします。

Off

Floppy Drive Swap

選択肢 備考

Enabled    フロッピード ライブのド ライブ名のＡ ： とＢ ： を交換します。

Disabled  (Defaul) フロッピード ライブは通常のドライブ名になります。

Floppy Drive Seek

選択肢 備考

Enabled    システム起動時にド ライブＡ ： を検索します。

Disabled  (Defaul) 

PS/2 Mouse Support

選択肢 備考

Enabled  (Defaul)   BIOS はPS/2タイプのマウスをサポート します。

Disabled  

Primary Display

　接続するディスプレーの種類を以下の中から選んで ください。 初期値は ｢なし｣ です。

　選択肢 ： Mono, CGA40x25, CGA80x25, VGA/EGA ,  Absent (Default)

Password Check
　セクシ ョ ン１ ０ ” Change User/Supervisor Password” を参照して く ださい。

選択肢 備考

Setup  (Defaul)   BIOS のセッ トアップを行う ときにパスワード入力プロンプ トが現れます。

Always  パソコンの起動時にパスワード入力プロンプ トが現れます。

Boot To OS/2 >64MB

選択肢 備考

Yes 64MB を超えるメモリを使いＯＳ／２を稼動させるときに選択します。

No (Defaul)

CPU Serial Number

選択肢 備考

Enabled    PENTIUMⅢのプロセッサナンバーを表示します。

Disabled  (Defaul) 

L1 Cache
　 L1 内部キャッシュのキャッシュ ・ タイプをセッ ト します。

　選択肢 ： WriteBack (Default), WriteThru, Disabled

System BIOS Cacheable

選択肢 備考



Enabled  (Defaul)   システムメモリセグメン ト F0000h の内容をキャッシュ メモリ と受け渡しできま

す。 メモリセグメン トの内容は常にBIOS ROMからシステム RAM へコピーされ

るので実行が早 く なります。

Disabled  

System BIOS Write Protect

選択肢 備考

Enabled  (Defaul)   BIOS に書き込めないように保護します。

Disabled  BIOS の書き換えができます。

MP OS Support

選択肢 備考

Enabled  (Defaul)   マルチプロセッサに対応したＯＳを起動すると Dual CPU が有効になります。

Disabled  

MP Version

　マルチプロセッサ ・バージ ョ ンを選択できます。

　選択肢 ： Version1.1 (Default), Version 1.4

C000/C400 16K Shadow

　選択肢 備考

Enabled ビデオ ROM 領域  (C0000h – C7FFFh) の内容が RAM の同じアドレスに書き込

まれます。

Cached (Defaul) ビデオ ROM 領域  (C0000h – C7FFFh) の内容が RAM の同じアドレスに書き込

まれ、キャッシュメモリにも書き込み・読み込みが出来ます。

Disabled ビデオ ROM 領域の内容は RAM にコピーしません。キャッシュメモリとも書き

込み・読み込みが出来ません。

C800,16K/CC00,16K/D000,16K/ D400,16K/D800,16K/DC00,16K Shadow

選択肢 備考

Enabled ROM 領域の内容が RAM の同じアドレスに書き込まれます。

Cached ROM 領域の内容が RAM の同じアドレスに書き込まれ、キャッシュメモリにも

書き込み・読み込みが出来ます。

Disabled (Defaul) ROM 領域の内容は RAM にコピーしません。キャッシュメモリとも書き込み・

読み込みが出来ません。

セクシ ョ ン４ 　 Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ 　 Ｃ ｈ ｉ ｐ ｓ ｅ ｔ の設定

チップセッ トに関する設定を変更できます。 チップセッ トはバススピードやＤ Ｒ ＡＭ ・外部キャッシュといった

リソースのアクセスを管理します。 チップセッ トのパフォーマンスを最適にする設定がすでにしてありますので

特に変更する必要はありません。

メモ

スピードの異なるメモリモジュールを取り付けるとシステムが不安定になることがあります。

この場合ディ レイ時間を増やすことで解決するかもしれません。

CPU Frequency Selection

オーバークロックの設定ができます。

Ｆ Ｓ Ｂが６ ６ＭＨ ｚの場合の選択肢 ： 66.8Mhz (Default), 75.0Mhz, 83.3Mhz
Ｆ Ｓ Ｂが１ ０ ０ＭＨ ｚの場合の選択肢 ： 100Mhz (Default), 103Mhz, 112Mhz



CPU Ratio Selection

Ｃ Ｐ Ｕの内部稼動倍率を指定します。

選択肢 ： 3.0X (Default), 3.5X, 4.0X, 4.5X, 5.0X, 5.5X, 6.0X, 6.5X, 7.0X

　

Configure SDRAM Timing by SPD

Ｓ Ｄ Ｒ ＡＭのタイプ、 サイズ、 スピード といった情報をシステムに提供します。

選択肢 ： Disabled ( Default). Enabled

SDRAM RAS# to CAS# Delay

Ｓ Ｄ Ｒ ＡＭにアクセスするときのアクテ ィブ信号と読込み信号の間の待ち時間を指定します。

選択肢 ： 2 SCLKs, 3SCLKs(Default)

SDRAM RAS# Precharge
Ｓ Ｄ Ｒ ＡＭへのPrechargeコマンド発行後のアイ ドルクロックを指定します。

選択肢 ： 2 SCLKs, 3SCLKs(Default)

SDRAM CAS# Latency

Ｓ Ｄ Ｒ ＡＭ読み取り コマンド とデータを実際に使えるまでの待ち時間を指定します。

選択肢 ： 2 SCLKs, 3SCLKs(Default)

SDRAM Leadoff Cmd Timing
Ｓ Ｄ Ｒ ＡＭの Leadoff コマンドのタイ ミ ングを指定します。

　

選択肢 ： 3 SCLKs, 4 SCLKs, or Auto(Default)

DRAM Integrity Mode

選択肢 備考

Non-ECC  (Default) システムメモリのエラーチェックを行いません。

ECC マルチビットのエラーはレポートを作成します。シングルビットのエラーはチッ

プセットが訂正します。訂正ビットはＳＤＲＡＭに書き戻しません。

ECC Hardware マルチビットのエラーはレポートを作成します。シングルビットのエラーはチッ

プセットが訂正します。訂正ビットはＳＤＲＡＭに書き戻します。

DRAM Refresh Rate

Ｄ Ｒ ＡＭのリフレッシュ信号の間隔を指定します。

選択肢 ： 15.6 µs (Default), 31.2 µs, 62.4 µs, 124.8 µs, or 7.8 µs

Memory Hole

　選択肢 備考

Disabled  (Default) ISA バス用にメモリアドレスを割り当てません。

15MB-16MB ISA バス用に15～16MBメモリアドレスを確保します。。

VGA Frame Buffer USWC

　選択肢 備考

Enabled VGA USWC フレームバッファが有効になります。

Disabled  (Default) VGA USWC フレームバッファが無効になります。

PCI Frame Buffer USWC

　選択肢 備考



Enabled PCI USWC フレームバッファが有効になります。

Disabled  (Default)  PCI USWC フレームバッファが無効になります。

USWC Write Post

　選択肢 備考

Enabled USWCから I/O への書き込みが有効になります。

Disabled  (Default)  USWC から I/O への書き込みが無効になります。

Graphics Aperture Size
　システムメモリのうちAGPが使える大きさを指定します。

　選択肢 ： 4 MB, 8 MB, 16 MB, 32 MB, 64 MB (Default), 128 MB, or 256 MB

Search for DMA Resources

　選択肢 備考

Yes                BIOS に DMA リソースを検索させます。

No  (Default)  

USB Passive Release

　選択肢 備考

Enabled  (Default) USB passive release

Disabled  

PIIX4 Passive Release

　 　選択肢 備考

Enabled  (Default) Passive release

Disabled  

PIIX4 Delayed Transaction

　 　選択肢 備考

Enabled Delay transactions

Disabled (Default)  

USB Function

　選択肢 備考

Enabled  (Default) USBが使えるようになります。

Disabled  

USB KB/Mouse Legacy Support

　 　選択肢 備考

Keyboard DOS モードで USB キーボード／マウスが使えます。

Disabled (Default)  

セクシ ョ ン５ 　 Ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ 　Ｍ ａ ｎ ａ ｇ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ の設定

ACPI Aware O/S
　常に ” Yes”にしておいて ください。

　選択肢 ： Yes(Default), No

Power Management /APM
　 “ Enabled”でチップセッ トが提供する電源管理機能が使えるようになります。

　選択肢 ： Enabled (Default)or Disabled



Green PC Monitor Power State
　 “ Power Management /APM” が “ Enabled”の場合にディスプレーの電源管理を設定できます。

　 Ｐ Ｃを一定時間使わなかったときにディスプレーをどの状態にするか選んで く ださい。

　選択肢 ： Standby (Default), Suspend, Off

Video Power Down Mode
“Power Management /APM”が “ Enabled”の場合にビデオボードの電源管理を設定できます。

Ｐ Ｃを一定時間使わなかったときにビデオボードをどの状態にするか選んで ください。

　選択肢 ： Standby, Suspend(Default), Disabled

Hard Disk Power Down Mode
“Power Management /APM”が “ Enabled”の場合にハードディスクの電源管理を設定できます。

Ｐ Ｃを一定時間使わなかったときにハードディスクをどの状態にするか選んで ください。

　選択肢 ： Standby(Default), Suspend, Disabled

Standby Time Out (Minute)
“Power Management /APM”が “ Enabled”の場合にＰ Ｃをスタンバイモードにするまでの時間を設定します。

　選択肢 ： Disabled (Default), 1 min, 2 min, 4 min, 8 min, 10 min,20 min, 30 min, 40 min, 50 min , 60 min

Suspend Time Out (Minute)
“Power Management /APM”が “ Enabled”の場合にＰ Ｃをサスペンドモードにするまでの時間を設定します。

　選択肢 ： Disabled (Default), 1 min, 2 min, 4 min, 8 min, 10 min, 20 min, 30 min, 40 min, 50 min,60 min

Modem Uses IO Port

　モデムを接続するポート を選びます。

　選択肢 ： 3F8H/COM1 (Default), 2F8H/COM2, 3E8H/COM3, 2E8H/COM4 , N/A

Modem Uses IO Port

　モデムに割り当てる Ｉ ＲＱを指定します。

　選択肢 ： IRQ3, IRQ4, IRQ5, IRQ7, IRQ9, IRQ10, IRQ11 and N/A

Display Activity
　 “ Monitor”を選ぶとディスプレーの活動状況を BIOS が監視します。

　選択肢 ： Monitor, Ignore

Device 6 (Serial Port 1)/ Device 7 (Serial Port 1)/Device 8 (Parallel Port)/ Device 5 (Floppy Disk)/ 
Device 0 (Primary Master IDE)/Device 1 (Primary Slave IDE)/ Device 2 (Secondary Master IDE)/ 

Device 3 (Secondary Slave IDE)
　 “ Monitor”を選ぶと Ｉ ＲＱの活動状況を BIOS が監視します。

選択肢 ： Monitor, Ignore
Power Button Function
　 Ａ Ｔ Ｘ電源ボタンの機能を設定します。 ” On/Off” を選んだ場合ボタンを押すと電源を切断します。

　 “ Suspend” を選んだ場合ボタンを４秒未満押すとスリープモードになり、 ４秒以上押すと切断します。

選択肢 ： On/Off (Default), Suspend

Restore On AC/Power Loss



　システムの稼動中に電源が落ちたとき、 ” Power On” にしていると電源投入後は通常に再起動します。

”Last State”にしていると電源投入後は電源が落ちる前の状態に戻ります。

選択肢 ： Last State (Default),Disabled, Power Off, Power On

Ring Resume From Soft Off

　外付けモデムの受電によりソフ トオフの状態から立ち上げられるようになります。

　選択肢 ： Disabled (Default), Enabled

LAN Resume From Soft Off

　 Ｌ Ａ Ｎから信号を受け取るとソフ トオフの状態から立ち上げられるようになります。

選択肢 ： Disabled (Default), Enabled

RTC Resume From Soft Off

　 リアルタイムクロックに設定した時刻にソフ トオフの状態から立ち上げられるようになります。

選択肢 ： Disabled (Default), Enabled

RTC Alarm Date/Hour/Minute/ Second

　 ソフ トオフの状態から立ち上げる時刻をセッ ト します。

セクシ ョ ン ６ 　 Ｐ Ｃ Ｉ ／Ｐ ｌ ｕ ｇ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｐ ｌ ａ ｙの設定

Plug and Play Aware O/S
　 “ Yes”を選ぶとＯ Ｓがプラグアンドプレイ機器を扱う ことができます。

　選択肢 ： No (Default), Yes

PCI Latency Timer (PCI Clocks)

　 Ｐ Ｃ Ｉ スロッ トに取り付けたボードのＰ Ｃ Ｉ クロッ クを設定します。

　選択肢 ： 32, 64 (Default), 96, 128, 160, 192, 224, or 248

Primary Graphics Adapter

　 メ インで使うビデオボードがＡ Ｇ ＰかＰ Ｃ Ｉ かを指定します。

　選択肢 ： AGP (Default),PCI

PCI Palette Snoop
　 ISAバスにビデオボードを取り付けたときに “ Enabled”を選択します。 　

選択肢 備考

Enabled   PCI VGA と ISA VGA の両方が同時にＣＰＵと直接データのやりとりを行います。

Disabled (Default) ＣＰＵは PCI VGA とだけ直接データのやりとりを行います。

Allocate IRQ to PCI VGA
　 “ Yes”を選択すると PCIバスに接続したビデオボードに Ｉ ＲＱを割り当てます。

　選択肢 ： Yes(Default) , No

PCI IDE Bus Master
　 “ Enabled”を選択すると Ｉ Ｄ Ｅバスマスタが有効になります。

　選択肢 ： Disabled, Enabled (Default).



OffBoard PCI IDE Card

　 Ｐ Ｃ Ｉ バスに Ｉ Ｄ Ｅ増設ボードを取り付けたときに設定します。 増設ボードの Ｉ Ｄ Ｅ コン ト ローラが使われると

　オンボードの Ｉ Ｄ Ｅ コン ト ローラは自動的に無効となります。 ” Auto” を選択すると BIOS が自動的に IDE コン ト

ローラを取り付けたスロッ ト を見つけて設定します。 IRQ14,15は強制的に PCI ローカルバス用に割り当てられ

ます。

　選択肢 ： Auto (Default), Slot1, Slot2, Slot3, Slot4, Slot5, or Slot6

OffBoard PCI IDE Primary IRQ

　増設ボード上の Ｉ Ｄ Ｅ コン ト ローラでプライマリ と して Ｉ ＲＱを割り当てる Ｉ Ｄ Ｅチャンネルを指定します。

　選択肢 ： : Disabled (Default), Hardwired, INTA, INTB, INTC, INTD.

OffBoard PCI IDE Secondary IRQ

　増設ボード上の Ｉ Ｄ Ｅ コン ト ローラでセカンダリ と して Ｉ ＲＱを割り当てる Ｉ Ｄ Ｅチャンネルを指定します。

　選択肢 ： Disabled (Default), Hardwired, INTA, INTB, INTC, INTD.

DMA Channel 0/1/3/5/6/7
　 ＤＭＡ (Direct Memory Access)チャンネル毎にバスタイプを設定します。

　選択肢 ： PnP (Default), ISA/EISA ..

IRQ 3/4/5/7/9/10/11/14/15
　特定の Ｉ ＲＱの割り当てを必要とする Ｉ Ｓ Ａバス用ボードを使用する場合に ” ISA/EISA” を選択して く ださい。

　選択肢 ： ISA/EISA, PCI/PnP (Default)

Reserved Memory Size

　 Ｉ Ｓ Ａバス用ボードのために割り当てる記憶域のサイズを指定します。

　選択肢 ： Disabled (Default), 16K, 32K, 64K

Reserved Memory Address

　 Ｉ Ｓ Ａバス用ボードのために割り当てた記憶域の開始アドレスを指定します。

　選択肢 ： C0000, C4000, C8000 (Default), CC000, D0000, D4000, D8000, DC000

セクシ ョ ン ７ 　 Ｐ ｅ ｒ ｉ ｐ ｈ ｅ ｒ ａ ｌ 　 Ｓ ｅ ｔ ｕ ｐ

OnBoard RAID Presence
　 “ Enabled”を選ぶとオンボードの RAID コン ト ローラが使えます。

　選択肢 ： Enabled (Default), Disabled

OverVoltage
　 “ Enabled”を選ぶと Ｃ Ｐ Ｕにかける電圧を規定値よりも上げられます。 オーバークロックするときにだけ設定して

　 く ださい。

　選択肢 ： Disabled (Default), Enabled  
OnBoard FDC
　 “ Enabled”を選ぶとオンボードのフロッピード ライブコン ト ローラが使えるようになります。

　選択肢 ： Auto  (Default),Enabled, Disabled 



OnBoard Serial Port A
　シリアルポート １のベース I/O ポートアドレスを設定します。

　選択肢 ： Auto  (Default),Disabled,3F8h,2F8h,2E8h,3E8h 　

OnBoard Serial Port B
　シリアルポート ２のベース I/O ポートアドレスを設定します。

　選択肢 ： Auto  (Default),Disabled,3F8h,2F8h,2E8h,3E8h 　

IR I/O Location Select 
　 “ IRRX/IRTX” を選ぶと赤外線によるデータ伝送が行えます。 （第１章ステップ４－１ ２を参照して く ださい ）

　選択肢 ： IRRX/IRTX, SINB/SOUTB (Default).

Serial Port B  Mode 
　シリアルポート Ｂの操作モードを指定します。 ” Normal” を選ぶとシステムは赤外線モジュールを使えな く なり

ます。

　選択肢 ： Normal, IrDA, ASK IR

IR Duplex Mode

　赤外線データ伝送の方法を指定します。 全二重方式か半ニ重方式を選べます。

選択肢 備考

Full Duplex  データの送信と受信を同時に行うため高速です。すべての赤外線装置が全二重方

式に対応しているわけではありませんのでご注意ください。

Half Duplex データは常に一方通行で、送信と受信を同時に行えません。

IrDa Protocol

　赤外線プロ ト コルを指定します。

　選択肢 ： 1.6us (Default), 3/16.

OnBoard Parallel Port
　パラレルポートのベース I/O ポートアドレスを設定します。

　選択肢 ： Auto,Disabled,378h,278h,3BCh
  
OnBoard Parallel Mode
　 “ OnBoard Parallel Port” で ” Disabled”を選択した場合、 このオプシ ョ ンは変更できません。

　

選択肢 備考

EPP       EPP(拡張パラレルポート ) 仕様に固定されます。送信速度と受信速度が異なって

いてもデータ伝送ができます。

Normal 通常モードになります。

Bi-Dir パラレルポートでデータの送信と受信を行います。

ECP  ECP(拡張性能ポート) 仕様に固定されます。ＤＭＡプロトコルを用いて伝送速度

を

2.5 メガビット／秒まで引き上げます。

EPP Version
　拡張パラレルポート (EPP) 仕様のバージ ョ ンを指定します。 ”  OnBoard Parallel Mode”で ” EPP” を指定した場合

に

　変更できます。

　選択肢 ： 1.7, 1.9



Parallel Port IRQ 

　パラレルポートに割り当てる Ｉ ＲＱを指定します。

　選択肢 ： Auto, (IRQ)5, (IRQ)7

Parallel Port DMA Channel
　パラレルポートが使う ＤＭＡチャンネルを指定します。 ”  OnBoard Parallel Mode”で ” ECP” を指定した場合に

　変更できます。

　選択肢 ： Auto,  (DMA Channel)0, 1, 3

KB Wake-up Function  
　 “ Specific-Key”を選ぶとキーボードでシステムを立ち上げられます。

　 Enter New Keyboard Wake up Password :

が現れたらパスワードを登録して ください。 システムを起動するときにパスワードの入力を求められるようにな

ります。

　選択肢 ： Disabled, Specific-Key, Any Key

OnBoard IDE　
　オンボード IDE コン ト ローラに使われる Ｉ Ｄ Ｅチャンネルを指定します。

　選択肢 ： Disabled, Primary, Secondary, Both(Default) 

セクシ ョ ン ８ 　 Ｈ ａ ｒ ｄ ｗ ａ ｒ ｅ 　Ｍ ｏ ｎ ｉ ｔ ｏ ｒ 　 Ｓ ｅ ｔ ｕ ｐ

　

System Thermal
“Monitor” を選択すると Ｃ Ｐ Ｕが以下の ”  Thermal Slow Clock Ratio” と ”  CPU Critical Temperature”で設定し

た温度を超えたときにシステムを保護します。

選択肢 ： Ignore (Default), Monitor

Thermal Slow Clock Ratio
　 Ｃ Ｐ Ｕの温度が ”  CPU Critical Temperature”での設定値を超えた場合、 Ｃ Ｐ Ｕのクロック倍率を引き下げます。

”System Thermal” で ” Monitor”を選択した場合に変更できます。

　選択肢 ： 0-12.5%, 12.5-25%, 25-37.5%, 37.5-50%, 50-62.5% (Default), 62.5-75%

CPU Critical Temperature

　 Ｃ Ｐ Ｕクロック倍率を下げる基準とする温度を設定します。

　選択肢 ： 45C/113F, 50C/122F, 55C/131F, 60C/140F, 65C/149F (Default), 70C/158F, 75C/167F

Chassis Intrusion
　 “ Reset” を選択した場合、 電源投入時にＰ Ｃケースが開いていると以下のメ ッセージを表示します。

 但し、 Ｐ Ｃケースがこの機能に対応していなければなりません。

　 Your computer case had been opend…

　選択肢 ： Reset, Disabled

Select Monitor VCC Core:

　 Ｃ Ｐ Ｕコアをモニターします。

　選択肢 ： Vccore1 (Default), Vccore2



セクシ ョ ン ９ 　 Ａ ｕ ｔ ｏ－Ｄ ｅ ｔ ｅ ｃ ｔ 　 Ｈ ａ ｒ ｄ 　 Ｄ ｉ ｓ ｋ ｓ

　

　 Ｂ Ｉ ＯＳが走査 ・設定した Ｉ Ｄ Ｅハードディスクの情報を表示します。 Ｂ Ｉ ＯＳが自動設定した場合、 速さを優先

　 します。 最適な設定にするにはハードディスクの説明書に従い変更して く ださい。

セクシ ョ ン１ ０ 　 Ｃ ｈ ａ ｎ ｇ ｅ 　 Ｕ ｓ ｅ ｒ ／Ｓ ｕ ｐ ｅ ｒ ｖ ｉ ｓ ｏ ｒ 　 Ｐ ａ ｓ ｓ ｗ ｏ ｒ ｄ

SUPERVISSOR PASSWORD

Ｂ Ｉ ＯＳ設定メニューの参照と変更の権限を持つパスワードです。

USER PASSWORD

　 Ｂ Ｉ ＯＳ設定メニューの参照のみの権限を持つパスワードです。

ENTER PASSWORD
　 ８文字以内のパスワードを入力して <Enter> キーを押して く ださい。 <Esc> キーを押すとキャンセルします。

PASSWORD DISABLED

　登録済みのパスワードを無効にします。

セクション１１　Ａｕｔｏ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｗｉｔｈ　Ｏｐｔｉｍａｌ／Ｆａｌｉ　Ｓａｆｅ
　Ｓｅｔｔｉｎｇｓ

Load Fail-Safe Defaults
　 Load Fail-Safe Defaults (Y/N)?  N

　 ここで ” Y” を入力して <Enter> キーを押すと、 Ｂ Ｉ ＯＳの設定を最も安全な規定値にします。

Load Optimized Defaults
Load Optimized Defaults (Y/N)?  N

　 ここで ” Y” を入力して <Enter> キーを押すと、 Ｂ Ｉ ＯＳの設定をパフォーマンスが最適となる既定値にします。

（工場出荷時と同じ状態 ）

　 メモ

　 　初めてＢ Ｉ ＯＳの設定を変えるときには、 まず ” Load Optimized Defaults” を行って ください。

セクシ ョ ン１ ２ 　 Ｓ ａ ｖ ｅ 　 Ｓ ｅ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｅ ｘ ｉ ｔ

Save & Exit Setup
　 Save to CMOS and EXIT (Y/N)?  Y

　 ここで ” Y” を入力すると Ｂ Ｉ ＯＳ設定の変更を保存して終了します。

Exit Without Saving
　 Quit without saving (Y/N)?  Y

　 ここで ” Y” を入力すると Ｂ Ｉ ＯＳ設定の変更を保存せずに終了します。



第３章　 Ｆ ａ ｓ ｔ Ｂ ｕ ｉ ｌ ｄ TM の設定

 FastBuildTM でＰ Ｄ Ｂ－Ｒ上のディスクアレイを作成 ・ 管理できます。

  FastTrak (tm) FastTrak66 (tm) BIOS Version 1.XX(Build XXXX)
       (c)1995-99 Promise Technology, Inc. All Rights Reserved

ID Mode SIZE TRACK-MAPPING STATUS

1* 2-0 Stripe 13044M 611/128/32 Functional
2 1x2 Mirror 6522M 620/32/63 Functional

 Press <Ctrl-F> to enter FastBuild (tm) Utility

Ｂ Ｉ ＯＳ起動画面

システムの立ち上げ時に上図の  Promise BIOS 画面が出てきます。 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ 　 Ｂ Ｉ ＯＳのバージ ョ ンとアレイ

の状況がわかります。 アレイの状況は以下の３種類あります。

Functional

　アレイは正常に稼動中です。

Critical

　 ミ ラーリングアレイを構成するハードディスクの中に障害のあるド ライブがあります。 または、 接続していない

ハードディスクがあります。 正常なハードディスクの方は稼動し続けます。

FastBuildTM のメニューから問題のあるハードディスクを特定できるので交換して く ださい。

Offline

　 ミ ラーリングアレイを構成する２台以上のハードディスク、 あるいは、 ス ト ライピングアレイを構成する１台以上

　のハードディスクに障害があります。 または、 接続していません。 速やかにハードディスクを交換して、 バックア

　 ップデータを復元して ください。

FastBuildTM セッ トアップメニューの操作方法

＜↑↓→←＞キーでカーソルを移動します。 ＜スペース＞キーでオプシ ョ ンを選択します。 ＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーで

オプシ ョ ンを決定します。 ＜Ｅ ｓ ｃ＞キーでキャンセル、 または、 １画面前のメニューに戻ります。

＜Ｃ ｔ ｒ ｌ ＞キーを押しながら＜Ｙ ＞キーを押すと変更した設定を保存します。



セクシ ョ ン１ 　 メ インメニュー

FastBuildTM の設定メニューに入ると最初に以下のオプシ ョンを表示します。

FastBuild (tm) Utility 1.XX (c) 1995-99 Promise Technology, Inc.
                                              [Main Menu]

Auto Setup ……………………………………………………….…[1]
View Drive Assignments…………………………………….……[2]

Define Array………………………………………………..………[3]
Delete Array………………………………………………..………[4]
Rebuild Array…………………….…………………………………[5]
Controller Configuration………….………………………….……[6]

                                            [Key Available]
                          Press 1...6 to Select Option         [ESC] Exit

アレイを新規作成する場合は ［ １ ］ “ Auto Setup” または、 ［ ３ ］ “ Define Array.”を選んで ください。

アレイを修復するときは ［ ５ ］  “ Rebuild Array.” を選んで ください。

セクシ ョ ン２ 　自動セッ トアップ

 Auto Setup を選ぶと直感的にディスクアレイの設定ができます。

利用できるすべてのハードディスクを使って適切な設定を行います。

           FastBuild (tm) Utility 1.XX (c) 1995-99 Promise Technology, Inc.

                                          [Array Setup Options Menu]

Optimize Array for:………………………………Performance
Typical Application usage:……………………………General

                                           [Array Setup Confgiuartion]
Mode………………….……………………………….……Stripe 
Spare Drive Count………………… ……….………………….1
Drive used in Array……………………………………………2     
Array Disk Capacity………………………………………13044  .

                                                       [Key Available]

   [] Up [] Down[,,Space] Change Option [ESC] Exit {Ctrl-Y} Save

Optimize Array for
　 “ optimize Array for” には以下の３つの選択肢があります

Choice Description

Performance
(Striping)

アクセス速度が最も速 く なります。

アレイを構成するハードディスクの中で最も少ない容量のハードディ

スクを基準にしてアレイの容量が決まります。 、

アレイの容量＝基準容量 ×ハードディスクの台数

スト ライプ ・ ブロック ・ セクターを変更できます。

８ Ｋ Ｂ 　 ：業務用アプリケーシ ョ ン向き



６ ４ Ｋ Ｂ ：サーバー、 オーディオ／ビデオ編集向き

Security
(Mirroring)

ハードディスクに障害が発生した場合にデータを復旧できます。

Capacity
(Spanning).

容量が最も大き く なります。 アレイを構成するハードディスクの容量

の合計がアレイの容量となります。

Typical Application usage

　アクセス速度を速めるために最適なタイプを選べます。

Spare Drive Count

　アレイに属していないハードディスクの台数です。 ミ ラーリングアレイの障害に備える予備とすることができ

ます。 障害の発生したハードディスクを検知するとアレイから切り離し、 予備のハードディスクにデータをコピ

ー

してアレイを再構成します。 一連の処理はバックグラウンドで自動的に行い、 システムを再起動する必要はあり

ません。

複数のディスクアレイを作る方法

方法１

1. １つ目のアレイに必要なハードディスクだけを接続して ”  Auto Setup”を行って ください。

2. 次に、 ２つ目のアレイに必要なハードディスクも接続して再度 ”  Auto Setup”を行って ください。

3. さらにアレイを作る場合は2. を繰り返して く ださい。

方法２

 ”Define Array option” で必要な設定を行って ください。

セクシ ョ ン ３ 　 View Drive Assignments 

ハードディスクの情報を表示します。 ” Assignment” の下には属しているアレイの番号または “ Free.” を表示しま

す。  “  Free” のハードディスクはアレイに組み込むこともできますし、 ミ ラーリングアレイの予備にすることも

で  きます。 アレイに属していないハードディスクはＯＳがアクセスすることはできません。

       FastBuild (tm) Utility 1.XX (c )1995-99 Promise Technology, Inc.

                                        [View Drive Assignments]

Channel :ID  Drive Model  Capacity Assignment
    1: Mas MAXTOR87000A8 6522 Array 1
     1: Sla   MAXTOR87000A8 6522 Free
    2: Mas MAXTOR87000A8 6522 Array 1

                                                   [Keys Available]

                     [] Up [] Down  [ESC] Exit

セクシ ョ ン４ 　 Define Array 

ここではアレイの設定を行います。 Ｐ Ｄ Ｂ－Ｒでは１つまたは２つのアレイが作れます。 １台のハードディスクで

ス ト ライピングまたはスパニングに設定することもできます。

         FastBuild (tm) Utility 1.XX (c )1995-99 Promise Technology, Inc.



                                                 [Define Array Menu]

Array No RAID Mode Total Drv Capacity (MB)        Status
   Array 1      Stripe        2        13340   Functional
   Array 1      —     —      —      —

   Array 1      —    —      —      —

   Array 1      —    —      —      —

                                                    [Keys Available]
Note: * —Bootable Array

   [] Up [] Down  [ESC] Exit [Enter] Select [ Space] Change Drive

    メモ
 RIOWORKSTM ではアレイの設定が簡単に行える “ Auto Setup” を推奨しております。

 “Define Array “ でアレイの設定を行う ときは、 矢印キーでアレイ番号を選択し＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーを押すと設定

画面 ” Define Array Definition Menu “が現れます。  

４－１ ： Ｄ ｅ ｆ ｉ ｎ ｅ  Ａ ｒ ｒ ａ ｙ  Ｄ ｅ ｆ ｉ ｎ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ  Ｍ ｅ ｎ ｕ

カーソルをアレイ番号に合わせ＜Ｓ ｐ ａ ｃ ｅ＞キーを押すとアレイ ・ タイプが選べます。

タイプの詳細は “ Auto Setup”または第４章 「 RAID レベルについて」 を参照して く ださい。

タイプ : Performance (RAID 0 Striping), Fault Tolerance (RAID 1 Mirroring),
 RAID 0+1 Striping/Mirroring (for 4 drives), or Capacity (Spanning). 

FastBuild (tm) Utility 1.XX (c )1995-99 Promise Technology, Inc.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [Define Array Definition Menu]

Array No RAID Mode Total Drv Capacity (MB)       Status
Array 1    Stripe          2       13340   Functional

Stripe Block:   64KB

                                         [Drive Assignments]
Channel: ID      Drive Model Capacity

   1: Mas MAXTOR87000A8     6522
  1: Sla MAXTOR87000A8     6522

   2: Mas MAXTOR87000A8     6522

                                         Any Key to Continue

４－２ ：  Drive Assignments オプシ ョ ン

“Drive Assignments “セクシ ョ ンで任意のハードディスクにカーソルを移動し、 ＜Ｓ ｐ ａ ｃ ｅ＞キーを押し ” Y” を

押すとディスクアレイに追加します。 ＜Ｃ ｔ ｒ ｌ ＞＋＜Ｙ ＞キーを押すと変更後のアレイ設定を保存します。

１ ． スト ライピング、 スパニング、 ミ ラーリング＆スト ライピングの各アレイを選択した場合、 ”  Define
Array”画面

に表示していた初期値はアレイ設定後の情報に変わります。 ＜Ｅ ｓ ｃ＞キーを押してメインメニューへ戻って

下

さい。



２ ． ２台のハードディスクを使ってミ ラーリングアレイを選択した場合、 次画面が現れます。 ２台の新しいハー

ドデ

　 　 ィスクと しても使えますし、 データを収録したハードディスクからも う １台のハードディスクに複製を作ること

もできます。

４－３ ： ミ ラーリングアレイの作成

上記の ” Drive Assignments” オプシ ョ ンで２台のハードディスクを使ってミ ラーリングアレイを選択した場合、 まず

＜Ｃ ｔ ｒ ｌ ＞＋＜Ｙ ＞キーを押してアレイ設定を保存して く ださい。 以下のウィンドウが現れたら ” Y” か ” N” を

選択

して く ださい。 ” Y” を選ぶと ミ ラーリングアレイの設定後、 データを収録したハードディスクからも う １台のハー

ドディスクに複製を作ります。 “ N” を選ぶとデータの複製は作らずにミ ラーリングアレイの設定だけを行います。

Do you want the disk image to be duplicated to another (Yes/No)
Y-Create and Duplicate 
N- Create Only               

４－４ ： 障害復旧用ドライブの追加

Ｐ Ｄ Ｂ－Ｒはデータを収録したハードディスクをそのまま使ってミ ラーリングアレイを作ることができます。

アレイ内でデータを複写される方のハードディスクの容量は、 基になるハードディスクと同じかそれ以上なければ

なりません。 以下のウィンドウが現れたら ” Y” を選んで ください。 Ｂ Ｉ ＯＳが既存データを空のハードディスクへ

複写します。

Do you want the disk image to be duplicated to another (Yes/No)
Y-Create and Duplicate 
N- Create Only               

以下のウィンドウが現れたら矢印キーで複写すべきデータを収録しているハードディスクを選択して＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞

キーを押して く ださい。

                                      [Please Select A Source Disk]

         Channel :ID      Drive Model Capacity
          1: Master MAXTOR87000A8     6522
          2: Master MAXTOR87000A8     6522

データの複写を開始するかを訊ねられますので “  Y” を押して く ださい。  

メモ

複写先のハードディスクにもしデータが存在していたら、 それは消滅します。 複写策のハードディスクは慎重に選

んで ください。

４－５ ： システム起動用のディスクアレイ設定

”Define Array Menu”画面に戻って く ださい。 定義済みのアレイをシステム起動用にすることができます。

起動用にしたいアレイを選択して＜Ｓ ｐ ａ ｃ ｅ＞キーを押して く ださい。 起動用になるとアレイ番号の横にアスタ リ

スク ”＊ ” を表示します。  

メモ

システムは起動用アレイをＣ ： ド ライブと して使います。

                                               [Define Array Menu]
Array No RAID Mode Total Drv Capacity (MB)   Status



  Array 1   Stripe        2        13044 Functional
*Array 2   Mirror        2         6522 Functional

*denote bootable

４－６ ：ディスクアレイの認識順

Ｐ Ｄ Ｂ－Ｒは起動中にディスクアレイを以下の順に認識します。

1. FastBuildTM Setupで設定した起動用ディスクアレイ

2. アレイ番号  ( 例 ： Array 0, Array 1) の順にドライブレターを割り振ります。

４－７ ：ディスクアレイ情報の保存

ディスクアレイ情報はアレイを構成するハードディスク各々の予約されたセクターに保存されます。 Ｐ Ｄ Ｂ－Ｒの

Ｉ Ｄ Ｅ 　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ上のコネクタであればアレイ情報の再設定をすることな くハードディスクの追加 ・交換 ・接続位置

変更がができます。

セクシ ョ ン５ 　アレイの削除

このメニューでディスクアレイの設定を削除できます。

           FastBuild (tm) Utility 1.XX (c )1995-99 Promise Technology, Inc.

                                            [View Drive Assignments]

   Array No   RAID Mode Total Drv Capacity (MB)        Status
     Array 1      Stripe        2       13340    Functional
     Array 2     Mirror        2         6522    Functional
     Array 3        —     —         —           —
     Array 4      —     —         —         —

                                                  [Keys Available]
Note: * —Bootable Array

       [↑] Up [↓] Down  [ESC] Exit [Enter] Select [ Space] Change Drive

 

警告

ディスクアレイの設定を削除するとアレイ内のデータは消滅します。

削除したいアレイ番号を選択し＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押して く ださい。 下のメ ッセージが現れたら＜Ｃ ｔ ｒ ｌ ＞＋＜Ｙ ＞

キーを押して削除を確定します。

Are you sure you want to delete this array?
Press Ctrl-Y to Delete, or others to Abort…………

セクシ ョ ン ６ 　アレイの再作成  



ミ ラーリングアレイを構成するハードディスクに発生したエラーを修復します。

        FastBuild (tm) Utility 1.XX (c )1995-99 Promise Technology, Inc.

                                            [Rebuild Array Menu]

  Array No RAID Mode  Total Drv  Capacity (MB)  Status
  Array 1     Stripe         2       13340 Functional
  Array 2    Mirror         2         6522  Critical
  Array 3     —       — —     —
  Array 4     —     — —     —

                                                  [Keys Available]

   [↑] Up [↓] Down  [ESC] Exit [Enter] Select [ Space] Change Drive

メモ

ハードディスクの物理的な故障の場合は別のハードディスクと交換して く ださい。

“Rebuild Array” で作業を行うには、 以下手順に従って ください。

1. Ｂ Ｉ ＯＳ起動時に表示されるエラーメ ッセージでアレイに障害が発生したことがわかります。

2. FastBuildTM の “ Define Array.”メニューから障害のあるハードディスクを特定して ください。

3. 電源を切って問題のハードディスクを取り外して ください。

4. 全く同じ型番のハードディスクと取り替えて く ださい。

5. ” Rebuild Array” メニューを開き、 ハードディスクを取り替えたアレイの状況が “ critical” であることを確認

します。

6. “critical”のアレイにカーソルを合わせ、 ＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーを押すと下図の画面が現れます。

7. [Select Drive for Rebuild] の下に表示している交換したハードディスクが表示されます。 そこにカーソルを

合わせ＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーを押すとデータと ミ ラーリングアレイ情報のコピーを開始します。

          FastBuild (tm) Utility 1.XX (c )1995-99 Promise Technology, Inc.

                                              [Rebuild Array Menu]

   Array No RAID Mode Total Drv Capacity (MB)   Status
     Array 1      Stripe        2         13340 Functional

Stripe Block: Not Available
                                             [Select Drive for Rebuild]

              Channel :ID      Drive Model Capacity
               1: Master MAXTOR87000A8     6522

                                                     [Keys Available]
    [] Up [] Down  [ESC] Exit [Enter] Select [ Space] Change Drive

メモ

ミ ラーリングアレイの自動修復を行うには、 IDE RAID コネクタに予備のハードディスクを取り付けて下さい。

予備のハードディスクはアレイに登録していないもので、 容量は基のハードディスク以上なければなりません。

バックグラウンドでの自動修復はＤＯＳ以外のＯＳでサポート しています。 自動修復後は障害の発生したハード

ディスクを取り除いて く ださい。

セクシ ョ ン ７ 　 Controller Configuration  



このメニューではアダプターオプシ ョ ンの表示と設定ができます。

         FastBuild (tm) Utility 1.XX (c )1995-99 Promise Technology, Inc.

                                   [Adapter Configuration- Options]

Ultra ATA Mode: Auto
Halt On Error: Enable

[System Resources Configuation]

Channel 1 (IDE1)          Interrupt: A         I/O Port :FFF0 
Channel 2 (IDE2)          Interrupt: A         I/O Port :FFA8

                                           [Keys Available]

            [] Up [] Selection  [,, Space] Change Option [ESC] Exit

Ultra ATA Mode
　 DMA バースト レート を設定します。 “ Turbo” はデータ転送を最速にします。

“Fast”はシステムが安定稼動しやすく なります。

選択肢 : Auto (Default), Turbo, Fast.

Halt On Error

　 Ｂ Ｉ ＯＳ起動時にＢ Ｉ ＯＳがエラーを検知したら、 処理を停止します。

選択肢 : Enable (Default), Disable

System Resources Configuration

　 ここにはＰ Ｄ Ｂ－Ｒが使用するＰ Ｃ Ｉ バススロッ トの割り込みとポートアドレスを表示します。



第４章　モニタ ・ユーテ ィ リテ ィ

Ｐ Ｄ Ｂ－Ｒでディスクアレイの設定が完了しますと  FastCheck ユーテ ィ リテ ィ を使ってアレイの状態の監視や設定

変更ができるようになります。 オペレーシ ョ ンログを取ったり、 ミ ラーリングアレイの定期保守を行う こともできま

す。

４－１ ： モニタ ・ユーテ ィ リテ ィのインストール

1. 同梱のユーティ リテ ィディスクをフロッピード ライブに入れて ください。

2. 「スタート」 ボタンの 「ファイル名を指定して実行」 を選び、 ダイアログボックスが出てきたら  a:\ と入力

して 「ＯＫ」 ボタンを押して く ださい。

3. あとは画面の指示に従って く ださい。

メモ   

 インストール中に 「スタートアップ毎にユーテ ィ リテ ィ を実行しますか」 と訊かれたら ” YES” をクリ ッ クする

ことを推奨いたします。 スタートボタンから手動でユーテ ィ リテ ィ を実行することもできます。 ユーテ ィ リテ ィ

が稼動中であればディスクアレイのト ラブルを報告して くれます。

 95/NT4.0以降の  Windowsのタスク ・バーに FastCheck アイコンが現れます。 ユーテ ィ リテ ィの画面を表示する

にはそのアイコンをダブルクリ ックして く ださい。

 Windows NT 3.51 にタスクバーはありません。 アイコンはデスク ト ップに作られます。

４－２ ： FastCheck モニタ ・ユーテ ィ リテ ィの実行

ユーティ リテ ィ を実行するには、 タスクバーかデスク ト ップにあるアイコンをダブルクリ ックして く ださい。

または、 スタートボタンから Ｆ ａ ｓ ｔ Ｃ ｈ ｅ ｃ ｋ を選択して く ださい。

セクシ ョ ン１  メ イン画面

ユーテ ィ リテ ィ を起動すると、 最初に 「Ａ ｒ ｒ ａ ｙ 」 タブを表示します。



セクシ ョ ン２ 　 Ａ ｒ ｒ ａ ｙ ウィンドウ

４－２－１ ： Ａ ｒ ｒ ａ ａ ｙ ウィンドウ

 Array ウィンドウではＰ Ｄ Ｂ－Ｒのディスクアレイ情報を表示します。 また、 ミ ラーリングアレイ内のデータの

同期をとったり、 交換したハードディスクにデータを復元したりできます。 ただし、 アレイの設定そのものを変更

することはできません。

左ペインのアレイ番号を左クリ ッ クすると右ペインには以下の情報を表示します。

RAID mode
Striping, Mirroring, Mirroring & Striping, Spanningの何れかを表示します。

Mapping    

　シリンダ数 ・ヘッダ数 ・ セクタ数をあたかも １台のハードディスクのように表示します。

Size            

　アレイの容量を表示します。

Status         

　次の３つのうちの何れかを表示します。

Functional アレイは正常に機能しています。

Critical ミ ラーリングアレイ (RAID 1 or RAID 0+1) を構成するハードディスクの１台に

障害が発生した、 または、 切断された場合に表示します。

しかし、 一方の正常なハードディスクからデータを復元することができます。

障害の発生したハードディスクはできるだけ早期に交換して く ださい。

Offline スト ライピングアレイ、 またはスパニングアレイを構成するハードディスクに障害が

発生した場合に表示します。 データは消失していますので、 ハードディスクを交換後

にバックアップデータを書き戻して く ださい。

４－２－２ ： アレイ ド ライブ情報

左ペインでアレイ番号の下に連なるハードディスク名を左クリ ッ クすると右ペインには以下の情報を表示します。

Status      
   ハードディスクの状況を表示します。  

 Okay 正常に稼動中です。

Bad     ハードディスクに障害を検知しました。 またはハードディスクが切断されました。

ミ ラーリングアレイは正常なハードディスクが１台あれば稼動し続けます。

ス ト ライピングアレイとスパニングアレイに障害が発生するとアレイから切断され

ます。 データは消失していますので、 ハードディスクを交換後にバックアップデー

タを書き戻して く ださい。

Offline スト ライピングアレイとスパニングアレイに “ Bad” のハードディスクが含まれて

います。

Rebuilding ミ ラーリングアレイのデータを復元中、 データの受け取り側であるハードディスク

に表示します。   

Size
   ハードディスクの容量を表示します。

Location
   ハードディスクがどこに接続されているかを表示します。

Mapping   
   ハードディスクのシリンダ数 ・ヘッダ数 ・ セクタ数を表示します。



Timing  

データの転送モードを表示します。

４－２－３ ： Ａ ｒ ｒ ａ ｙ プルダウンメニュー

アレイ番号を右クリ ッ クすると ミ ラーリングアレイ内のデータの同期をとったり (Synchronize)、 交換したハードディ

スクにデータを復元することが(Rebuild)できます。

４－２－３－１ ： アレイの同期

同期とはミ ラーリングアレイ内のハードディスクに収録しているデータを一致させることです。 定期的に整合チェ ッ

クを行い、 不一致データを発見するとプライマリハードディスクからセカンダリハードディスクへ自動的にデータを

コピーします。

同期の手順

1. アレイ番号を右クリ ッ クするとプルダウンメニューが出てきます。 そこで ” Synchronize” を選んで ください。

 “Initialize Synchronize process on Array #” と訊かれだＯＫをクリ ッ クして く ださい。

2. アレイ番号を再び右クリ ッ クするとプルダウンメニューに ” Stop Synchronize” オプシ ョ ンが出てきます。 これ

を選ぶと同期処理を中止できます。

3. ”Stop Synchronize”オプシ ョ ンを選ぶと同期をキャンセルするか （  “ Cancel Synchronization?” ） と訊いて

　 　 　 きます。 ” Yes”を選ぶと同期を中止します。

メモ

　アレイの同期中にも Ｐ Ｃは正常に稼動し続けます。 しかし、 パフォーマンスは徐々に低下していきます。

４－２－３－２ ： アレイの復元

アレイ内を構成するハードディスクの既存データをも う一方のハードディスクにコピーできます。  

復元の手順

1. アレイ番号を右クリ ッ クするとプルダウンメニューが出てきます。 そこで ” Rebuild” を選んで ください。

2. “Initialize Synchronize process on Array #” と訊かれだＯＫをクリ ッ クして く ださい。

3. 複数のアレイを定義してある場合、 アレイ番号を選んで く ださい。 “  Next” をクリ ッ クすると次のステップ

へ進みます。

4. データの送り先、 または、 データを復元先のハードディスクをするを決定して ください。 “ Finish” をクリ ッ ク

すると復元処理を開始します。

5. 復元を開始すると  FastCheck モニタ画面に戻ります。

6. アレイ番号を再び右クリ ッ クするとプルダウンメニューに ” Stop Synchronize” オプシ ョ ンが出てきます。 これを

選ぶと同期処理を中止できます。

4. ”Stop Rebuild ” オプシ ョ ンを選ぶと同期をキャンセルするか （  “ Cancel Rebuild ?” ） と訊いてきます。

”Yes” を選ぶと復元を中止します。

 

メモ

 アレイの復元中にも Ｐ Ｃは正常に稼動し続けます。 しかし、 パフォーマンスは徐々に低下していきます。

システムを稼動したままアレイの復元を行う とその間データは保全されません。

 　 Rebuild ウィザードのステップ２ではデータの送り先ハードディスクを指定します。 誤ってデータの送り元

ハードディスクを指定するとデータは消失してしまいます。

 アレイに属していない予備のハードディスクを接続していると復元は自動的に行われます。

セクシ ョ ン ３ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ｌ ｅ ｒ ウィンドウ

このオプシ ョンではＰ Ｄ Ｂ－Ｒの Ｉ Ｄ Ｅ 　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄの物理情報のみ表示します。



４－３－１ ： コン ト ローラ情報

“Controller”タブの右ペインには以下の情報を表示します。

PCI Slot

　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄが常駐するＰ Ｃ Ｉ スロッ ト番号を表示します。

IRQ

　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ用Ｐ Ｃ Ｉ スロッ トに割り当てられた Ｉ ＲＱを表示します。

Bus Master Base

　バスマスター機能のためのベースアドレスを１ ６進数で表示します。

４－３－２ ： コン ト ローラ ・ チャンネル情報

左ペインのチャンネルアイコンを左クリ ッ クすると右ペインにベース Ｉ ／Ｏアドレスを表示します。

４－３－３ ： コン ト ローラ ・ ド ライブ情報

左ペインのハードディスクアイコンを左クリ ッ クすると右ペインに以下の情報を表示します。

Status      
   ハードディスクの状況を表示します。  

 Okay 正常に稼動中です。

Bad     ハードディスクに障害を検知しました。 またはハードディスクが切断されました。

ミ ラーリングアレイは正常なハードディスクが１台あれば稼動し続けます。

ス ト ライピングアレイとスパニングアレイに障害が発生するとアレイから切断され

ます。 データは消失していますので、 ハードディスクを交換後にバックアップデー

タを書き戻して く ださい。

Offline スト ライピングアレイとスパニングアレイに “ Bad” のハードディスクが含まれて

います。

Rebuilding ミ ラーリングアレイのデータを復元中、 データの受け取り側であるハードディスク

に表示します。   

Size
   ハードディスクの容量を表示します。

Location
   ハードディスクがどこに接続されているかを表示します。

Mapping   
   ハードディスクのシリンダ数 ・ヘッダ数 ・ セクタ数を表示します。

Timing  

データの転送モードを表示します。

セクシ ョ ン４ 　オプシ ョ ンウィ ンドウ

アレイの管理者は 「オプシ ョ ン」 タブの内容を変更できます。

４－４－２ ： Ｎ ｏ ｔ ｉ ｆ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

Enable audible prompt

　 ここにチェ ックマークをつけるとイベン トが発生する （ハードディスクに障害発生、 同期や復元処理の完了等 ）

とアラームを鳴らします。

Section 4: Options Window 



Popup message box

　 ここにチェ ックマークをつけるとイベン トが発生する （ハードディスクに障害発生、 同期や復元処理の完了等 ）

とポップアップメ ッセージを表示します。

　

Use log file   

　 ここにチェ ックマークをつけるとアレイのイベン ト ログを作成します。 ログファイルを作成するディ レク ト リ

　 を指定して ください。 ( 例 ： c:\Program Files\Promise\FastTrak66)

　デフォルトは Ｆ ａ ｓ ｔ Ｃ ｈ ｅ ｃ ｋユーテ ィ リテ ィのインストール先と同じディ レク ト リです。

Use NT system event log

　Ｗ ｉ ｎ ９ ５以降では自動的にログファイルが ｇ ｒ ｅ ｅ ｔ ｅ ｄ 　 ｏ ｕ ｔ されたときにセッ トできます。

　 Ｎ ＴではＮ Ｔのイベン ト ログと して書き込むことができます。

　 Ｎ Ｔで Ｆ ａ ｓ ｔ Ｃ ｈ ｅ ｃ ｋ を参照するには、 イベン ト ビューアを開いて ” FastCheck” を見つけて く ださい。

４－４－３ ： アレイの同期スケジュール   (4-2-3-1も参照して く ださい )

Disable

　 ここにチェ ックマークをつれると同期スケジュールをセッ トできな く なります。

Schedule event

　同期をとる周期を設定して ください。

Start time

　同期の開始時刻を設定して ください。

On

　同期周期が週次なら曜日、 月次なら日を設定して ください。

４－４－４ ：パスワード

Enable

　 ここにチェ ックマークをつけると Ｆ ａ ｓ ｔ Ｃ ｈ ｅ ｃ ｋ を起動する度にパスワード入力を要求されます。

　パスワードを変更する場合は 「Ｃ ｈ ａ ｎ ｇ ｅ 」 ボタンを押して く ださい。

４－４－５ ：デスク ト ップの表示

Start minimized

ユーテ ィ リテ ィは最小化してツールバーに残ります。

Always on top

　ユーテ ィ リテ ィーを手動で閉じるか最小化するまで表示します。



第５章　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ド ライバのインストール

Ｍ ｉ ｃ ｒ ｏ ｓ ｏ ｆ ｔ 　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ ９ ５／９ ８へのドライバインス トール

１ ． システム起動中に 「新しいハードアェウが見つかりました」 という メ ッセージが現れます。

そのバージ ョンにより表示内容が若干異なります。 Ｗ ｉ ｎ ９ ５ 　 4.00.950 と 4.00.950A ではＰ Ｃ Ｉ デバイスが見

つからない、 Ｗ ｉ ｎ ９ ５ 4.00950BとＷ ｉ ｎ ９ ８ではＰ Ｃ Ｉ 　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ コン ト ローラが見つからないと表示しま

す。

２ ． ハードウェア製造者が提供するド ライバディスクを使用するボタンをクリ ッ クすると ＯＳは自動的に新しい

デバイスを認識します。

３ ． ド ライバのディスクをフロッピード ライブに入れ、 参照先を  A:\Win9x にして ください。

４ ． 次に ” Promise Technology,Inc. PCI FastTrak66”を選ぶとＷ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ ９ ５／９ ８にドライバがコピーされま

す。

５ ．システムの設定を変更するかと訊かれたらフロッピーディスクを抜いて ” YES” をクリ ッ クして く ださい。 再起

動

　 　すると ド ライバが有効になります。

６ ． Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ド ライバのインストールが終了したら、 デスク ト ップにある 「マイコンピュータ」 から 「コン ト ロール

　 　パネル」 を開いて く ださい。

７ ． 「システム」 アイコンをダブルクリ ックして 「デバイスマネージャ」 タブを選んで ください。 ” Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ コン ト

ローラ ”の下に ” Promise Technology,Inc. PCI FastTrak66”と表示していればド ライバのインストールは成功で

　 　す。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ Ｎ Ｔ ３ ． ５ ｘ／Ｎ Ｔ ４ ． ０へのドライバインス トール

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ Ｎ Ｔ ３ ． ５ １にＰ Ｄ Ｂ－Ｒ 　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ド ライバをインス トールする場合は、 事前にインストール用フ

ロッピーを作成しなければなりません。 フォーマッ ト済みのフロッピーに以下のファイルをコピーしてからインスト

ールを行って ください。

・ RAID ド ライバフロッピーのＮ ３ ． ５ １ディ レク ト リから ” TXTSETUP.OEM”ファイルと ” OEMSETUP.INF”

ファイル

・ RAID ド ライバフロッピーのルートディ レク ト リから ” FASTTRAK66.SYS” ファイルと ” DISK”

Ｎ Ｔ ４ ． ０にインス トールする場合は RAID ド ライバフロッピーをそのまま使います。

方法１



１ ．起動用フロッピーで立ち上げてＤＯＳ コマンドでインストールします。 ＤＯＳプロンプ トに ” WINNT  /B.” と
　 　入力して く ださい。 い くつかのファイルがコピーされ、 再起動します。 ” Setup is inspecting your computer’s
   　  hardware configuration….”　 ( 日本語ではどのようなメ ッセージなのか今は確認できないため原文のまま書きま

した ) という メ ッセージが現れたら＜ Ｆ ６＞キーを押して く ださい。

２ ． ” Welcome to Setup”ウィンドウが出たら＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーを押して ください。

３ ． ” Setup Method” ダイアログで ” Express Setup” を選び＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーを押して く ださい。 ＜Ｓ＞キーを押

すと Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタが追加されます。

４ ． ド ライバをインストールするときは ” Other”オプシ ョ ンを選びＡ ド ライブに RAID ド ライバフロッピー (NT3.51
の場合は作成したインス トール用フロッピー ) を入れて ください。

５ ． ” Promise Technology,Inc. PCI FastTrak66 RAID Controller”を選んでＯＫボタンをクリ ッ クして ください。

６ ．セッ トアップの続きを行って く ださい。

方法２

１ ．起動用Ｃ Ｄ－ＲＯＭから立ち上げて ” Setup is inspecting your computer’s  hardware configuration….”という

　 　 メ ッセージが現れたら＜ Ｆ ６＞キーを押して く ださい。

２ ．あとは 「方法１」 のステップ２～６ と同じです。

メモ

　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ Ｎ Ｔがインストール済みのハードディスクをＰ Ｄ Ｂ－ＲのＲ Ａ Ｉ Ｄに接続する場合、 ハードディス

　 クを現在の Ｉ Ｄ Ｅ コン ト ローラに接続したまま以下の作業を行って ください。

既存のＷ ｉ ｎ Ｎ Ｔ ３ ． ５ ｘ にＲ Ａ Ｉ Ｄ ド ライバを追加する場合

１ ．プログラムマネージャの 「メイン」 グループから ” Windows NT Setup” をダブルクリ ックして く ださい。

２ ． ” Windows NT Setup” でオプシ ョ ンを選びＳ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタの追加と削除を開いて ください。

３ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタのセッ トアップで 「追加」 をクリ ッ クして く ださい。

４ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタの一覧がでたらその他を選んで ください。

５ ．画面の指示に従いフロッピーを入れて ください。 参照先は  “ A:\” にして ください。

６ ． Ｏ ＥＭオプシ ョンを選ぶよう促されたら ” Promise Technology Inc. FastTrak66 RAID Controller” を選んで、

ＯＫボタンをクリ ッ クして ください。

７ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタオプシ ョ ンを選ぶよう促されたら 「インス トール」 をクリ ッ クして く ださい。

８ ． インストール終了後、 Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタセッ トアップのボックスが現れたら ” Promise Technology Inc. FastTrak66
RAID Controller” のインストールは成功です。

９ ．システムを再起動して く ださい。

既存のＷ ｉ ｎ Ｎ Ｔ ３ ． ５ ｘからＲ Ａ Ｉ Ｄ ド ライバを削除する場合

１ ．プログラムマネージャの 「メイン」 グループから ” Windows NT Setup” をダブルクリ ックして く ださい。

２ ． ” Windows NT Setup” でオプシ ョ ンを選びＳ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタの追加と削除を開いて ください。

３ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタのセッ トアップで ” Promise Technology Inc. FastTrak66 RAID Controller” を選び、 「削除」

　 　 をク リ ッ クして く ださい。

４ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタセッ トアップのボックスがから ” Promise Technology Inc. FastTrak66 RAID Controller” が

消えています。

既存のＷ ｉ ｎ Ｎ Ｔ ４ ． ｘ にＲ Ａ Ｉ Ｄ ド ライバを追加する場合

１ ． 「スタート」 ボタンの 「設定」 から 「コン ト ロールパネル」 を選んで く ださい。

２ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタから ド ライバの一覧を開いて く ださい。

３ ．追加ボタンを押し、 ド ライバのインストールダイアログでディスク参照ボタンを押して ください。

４ ． フロッピーからインス トールするためのダイアログが現れたら、 ド ライバフロッピーを挿入して参照先に “ A:\”

　 　 と記入してＯＫボタンを押します。

５ ． ド ライバの一覧の中から ” Promise Technology Inc. FastTrak66 RAID Controller” を選び、 ＯＫボタンを押して

　 　 く ださい。

６ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタオプシ ョ ンを選ぶよう促されたら 「インス トール」 をクリ ッ クして く ださい。



７ ． インストール終了後、 Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタセッ トアップのボックスが現れたら ” Promise Technology Inc.
 FastTrak66 RAID Controller” のインストールは成功です。

８ ．システムを再起動して く ださい。

既存のＷ ｉ ｎ Ｎ Ｔ ３ ． ５ ｘからＲ Ａ Ｉ Ｄ ド ライバを削除する場合

１ ． 「スタート」 ボタンの 「設定」 から 「コン ト ロールパネル」 を選んで く ださい。

２ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタから ド ライバの一覧を開いて く ださい。

３ ．削除ボタンを押して く ださい。

４ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ アダプタボックスから ” Promise Technology Inc.  FastTrak66 RAID Controller” が消えています。
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